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白鷹町振興実施計画を策定しました②

白鷹町安全安心まちづくり条例（案）に
みなさんの声をお聞かせください④

白鷹町行政評価の結果⑥
白鷹町認知症高齢者見守りステッカー⑧
快適な冬を過ごすために⑨
白鷹町営スキー場のご案内⑩
Ｃ型肝炎ウイルス検査について⑱
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わたしたちもおじいちゃん、おばあちゃんを見守ります　－　白鷹町認知症高齢者見守りステッカー掲示
　11月、荒砥地区の商店に「見守りステッカー」が掲示されました。このステッカーは、荒砥高校生４人が考えを出し合い、
つくりあげたデザイン。町内の各区長さんや民生委員・児童委員、商工会の皆さんのお宅に掲示される予定です。「地域のみ
んなで、お年寄りを見守りましょう」と高校生たちも呼びかけています。（関係記事は８ページ）
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２ １

　　 計画期間内の主な事業３
（１）活力を生む魅力ある仕事

施策の内容 事　業　名
農林業の振興 中山間地域直接支払事業、農地・水・環境保全向上対策事業、産地づくり事業、環境保全型

農業推進事業、食育推進事業、県営ため池等整備事業、農業水利施設保全対策事業、林道白
鷹東部線開設事業

工業の振興 白鷹サテライトオフィス設置事業、企業誘致活動及び受注活動事業、企業立地促進事業、中
小企業技術者養成研修事業、中小企業金融対策事業

商業の振興 商業活性化促進事業、商工業振興費補助事業
観光交流の振興 観光４シーズン化推進事業、グリーンツーリズム型観光交流推進事業、ふるさと交流回帰創

出事業、イベント支援事業、パークゴルフ場整備事業　
各産業間の連携強化 地域資源活用産業創出事業

（２）人生を豊かにする学び
施策の内容 事　業　名

教育の充実 放課後子どもプラン実施事業、スクールバス導入事業、特色ある学校経営推進事業、教育相
談事業、生活指導員設置事業、小学校コンピュータ整備事業、荒砥高校・中学校連携推進事
業、学校施設耐震補強事業、小学校プール塗装改修事業

生涯学習の推進 生涯学習推進事業、男女共同参画社会づくり推進事業、総合型地域スポーツクラブ設立推進
事業、東北総合体育大会開催事業、中央公民館改修事業、町民プール整備事業　など

芸術文化の振興 文化財保護対策事業、文化財保護調査事業、伝統工芸人材育成事業、芸術文化振興（芸術祭）
事業、芸術文化鑑賞（山響演奏会）事業、（仮称）文化交流センター管理運営事業　など

（３）快適で安心できる暮らし
施策の内容 事　業　名

共に暮らす社会づくり 介護保険地域支援事業、地域包括支援センター運営事業、老人世帯除雪支援事業、障がい者
自立支援給付事業、人工透析患者通院費助成事業

子育て環境の充実 次世代育成支援対策事業、保育需要多様化対策事業、地域子育て支援センター事業、保育園
バス更新事業、子育て支援住宅整備事業、

すこやか生活の充実 各種検診事業、人間ドック検診事業、健康づくり推進事業、医師確保対策事業、医療機器整
備事業、特定健診・特定保健指導

美しく安全なまちづくり 花いっぱい運動推進事業、公共下水道事業、合併浄化槽設置整備事業、消防施設整備事業
快適な生活環境の充実 新荒砥橋架橋推進事業、町道整備事業、除雪機械更新事業、フラワー長井線支援事業、デマ

ンド型交通システム整備事業、鮎貝土地区画整理事業、まちづくり交付金事業、地上デジタ
ル放送難視聴対策事業



①　人口減少・少子高齢社会に
　　対応した施策の展開

１　若者定住対策
　・鮎貝まちづくり事業の推進
　　（<仮称>文化交流センター、交流広場
　　の整備、荒砥橋整備の促進、土地区画
　　整理事業の支援など）
２　子育て支援対策
　・子育て支援住宅の整備
　・保育園施設整備と保育所民営化の推進
３　安全・安心なまちづくり
　・白鷹セーフティネットの構築
　・デマンド交通システムの導入
　・フラワー長井線支援
　・自主防災組織の育成

②　活力あるまちづくりの展開

１　産業の振興
　・持続可能な農業・農村づくりの推進
　・企業誘致・受注拡大活動
　・地域資源を生かした産業化の推進
２　次世代に引き継ぐ環境･文化の創造
　・文化交流センターの活用
　・文化財の保存修復
�・地域景観形成の推進
３　交流の促進
　・観光４シーズン化の推進
　・ふるさと交流回帰創出
　・グリーンツーリズム型観光の推進

③　町民との協働によるまちづくり

・協働のまちづくり関連事業の推進
・地域づくり計画の策定と実現に向けた支援
・地域コミュニティの醸成
・子どもと高齢者を見守る社会づくりの推進
・高齢者の知識や技術の活用推進

未来を担う人づくり
・企業の技術者育成支援　・放課後子どもプランの推進
・学校教育の充実　・荒砥高校・中学校連携推進
・生涯学習の推進　・生涯学習推進基金の活用推進
・伝統工芸の後継者育成支援　・地域リーダーの育成
・起業家の支援

まちづくりの目標：自然・文化を生かし地域が輝く町

いきいきとした町を
つくる

今後３年間のまちづくりの基本方針

展 開展 開

　　 広報しらたか　2007.12.12●3

（４）特色ある交流を促す遊び
施策の内容 事　業　名

白鷹らしい遊びをつくる イベント支援事業、伝統芸能保存伝承事業
交流促進と人づくり 交流推進事業、ふるさと交流大使まちづくり事業
特色ある地域づくり 安心して住みやすい地域創造事業、協働のまちづくり推進事業、一般コミュニティ助成事業

なお、計画の全文は、総務政策課、各地区公民館、町
ホームページでご覧いただくことができます。
■問い合わせ　総務政策課（☎85-6123）
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《※主な条文の解説》

◎前文
　前文は、条例制定の趣旨を明らかにしたものです。
本町のこれまでのまちづくりの経過を述べるとともに、
メディアを通じて凶悪な犯罪や事故、災害が報道され、
町民生活の不安感が増しています。また、土砂災害な
どの危険性や大雨による危険性もはらんでいます。
　このようなことを未然に防止するためには、危険情
報を共有し、日ごろの生活安全意識を高め、町民や関
係者が一体となって被害防止に努める必要があります。
このことから、相互に連携し安全で安心なまちづくり
を進め、住みよい地域社会の実現に向けて取り組むこ
とを条例化するものです。

◎目的（第１条）
・協働のまちづくり条例をふまえて、町、町民、事業
　者、関係行政機関がパートナーシップとして取り組
　む必要性を述べています。
・安全安心を推進するため、安全意識の高揚と、自主
　的な地域における安全活動を推進することにより、
　住みよい地域社会の実現に寄与するものです。

◎定義（第２条）
・町民、事業者、町民等について用語の定義を説明す
　るものです。

◎町の責務（第３条）
・町民や事業者の意識高揚のため、広報紙やその他の
　方法で周知します。
・町は、町民等の自主的な活動を促すため、関係団体
　に対し情報提供や協力を呼びかけます。
・町は、交通安全や防犯活動などの啓発活動や関係施
　設の整備などを行い環境整備を行います。
・関係団体と協議を行い、この条例の目的を達成する
　ために必要な施策を進めます。
・２項は、これらの施策を実施するとき、関係行政機
　関と密接に連携し、課題の解決に努めることを規定
　したものです。

◎町民等の責務（第４条）
・町民や事業者は、主体的に自ら日ごろの生活の安全
　を確保するとともに ､この条例の趣旨を効果的に行
　うため、町や関係行政機関に対し、協力するという
　努力規定を定めたものです。

◎重点施策の推進（第５条）
　この条例の目的を達成するため、重点施策を定めた
ものです。
（１）幼児、児童生徒の安全確保
　　幼児、児童生徒の安全確保を図るため、関係機関
　が協力して街頭指導、啓発、地域見守りなどを行い
　ます。
　【関係団体】町、学校、保護者会、ＰＴＡ、防犯協
　　　　　　　会、地域見守隊など
（２）青少年の健全育成
　　青少年の健全育成を図るため、関係機関が協力し
　て防犯活動、有害図書の撤去要請、啓発活動などを
　行います。
　【関係団体】町、学校、青少年育成町民会議、防犯
　　　　　　　協会、交通安全協会など
（３）犯罪、事故及び災害等の防止に配慮した環境整備

　　犯罪、事故の未然防止を図るため、関係機関が協
　力して巡回活動、啓発活動を行います。
　【関係団体】町、警察署、防犯協会、交通安全協会
　　　　　　　など
　　災害等の防止を図るため、町は土砂災害のマップ
　の配布や情報の共有、防災計画などの適切な運用を
　行うものです。
　【関係団体】町、消防団、水防団、区、町内、自主
　　　　　　　防災組織など
（４）高齢者、障がい者等要援護者の生活安全対策
　　高齢者世帯が増加していることから、生活の安全
　を確保するためコミュニティにおける連携が重要と
　なっており、関係機関の連携を図ることを規定した
　ものです。
　【関係団体】町、福祉協議会、区、町内、民生委員、
　　　　　　　認知症高齢者見守りネットワークなど
（５）自主防犯、自主防災組織の育成
　　犯罪や災害の未然防止のため、自主的な防犯、防
　災組織の育成が重要となっています。防災について
　は、すべての区において組織化がなされるよう普及、
　啓蒙を行うことを規定したものです。また、必要に
　応じ連絡会議を開催し、連携します。
（６）地域安全確保に関する広報啓発活動
　　地域における安全確保を図るため、必要に応じ広
　報紙、広報車、パトロール車、チラシなどにより広
　報啓発活動を行うことを規定したものです。
　【関係団体】必要に応じ関係団体、関係行政団体に
　　　　　　　協力要請を行うものです。
（７）前各号に定めるもののほか、この条例の目的を
　達成するための重点事項以外に必要と認められる施
　策を進めることを規定したものです。
　【関係団体】必要に応じて関係団体に協力を呼びか
　　　　　　　けるものです。

◎犯罪、重大事故等の発生時における措置（第６条）
・町は、犯罪・交通事故の多発、重大事故が発生した
　場合、緊急的に町民総ぐるみにより、その行為を防
　止するため行うものです。
　【関係団体】必要に応じて関係団体に協力を呼びか
　　　　　　　けるものです。

ご意見をお寄せください
　条例（案）につきましては、総務政策課、中央公民
館、各地区公民館に備えつけていますのでご覧くださ
い。なお、町ホームページにも掲載しています。
●閲覧期間　12月13日（木）～平成20年１月15日（火）
●閲覧時間　午前９時～午後４時30分
＊中央公民館は午後９時30分までとなります。
●ご意見の提出方法
○直接、郵送、ファックスまたは電子メールにてお願
　いします（閲覧期間最終日必着）。
○ご意見をいただく様式は任意のものとしますが、住
　所、氏名、電話番号をお書きください（ご意見の内
　容以外は公表しません）。

■ご意見・問い合わせ
　総務政策課　生活安全係
　℡85－6122 ／ FAX85－2128
　E-mail:soumuseisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp



　　 広報しらたか　2007.12.12●5

　自らを含めた家族や知人の安全安心や、住みよい地域社会は、だれもが願
うことです。
　最近は、国際情勢の不安定化や地震災害・犯罪の頻発など、毎日生活する
ことに不安を覚えることが多くなりました。わたしたちの住む白鷹町は、幸
いにも、近年大規模な災害、凶悪犯罪などは起きてはいませんが、例外では
ありません。万が一の「不測の事態」に備えておく必要があります。
　白鷹町では、「白鷹町協働のまちづくり条例」の基本理念に基づき、町や町
民の皆さん、事業者、関係行政機関などが一体となって、町民の安全意識を
高め、自主的に地域の安全活動を進めることで、犯罪や事故、災害等を防止
し、安全で安心な住みよい地域社会の実現に向けて取り組んでいきます。
　このような取り組みを条文として定めた「白鷹町安全安心まちづくり条例
（仮称）」を制定する予定です。現在、当条例の内容について検討を進めてい
るところですが、中間の取りまとめとして「白鷹町安全安心まちづくり条例
（案）」を作成しましたので、町民の皆さんのご意見をお寄せください。

「白鷹町安全安心まちづくり条例（案）」
（前文）※条文解説
　私たちが日常生活を営むなかで安全がすべての基盤であ
り、これまで多くの先人の努力により豊かでやさしいまち
づくりが行われ、温かい人々の心が息づいています。今ま
で築き上げてきた風土を大切にし、さらに町民生活の安定
に努め、安全で安心な住み良いまちづくりを続けていく必
要があります。
　近年、犯罪、事故並びに災害等が身近なところで発生し
ており、不安のない生活の安定化が望まれております。
そのためには、町、町民、事業者、関係行政機関及び関係
団体（以下「関係行政機関」という）が一体となって情報
を共有し、自らの意思と責任を持って犯罪、事故並びに災
害等の防止に努める必要が生じております。
　私たちは、安全で安心なまちづくりを進めるため、お互
いに連携し、犯罪、事故並びに災害等の防止を図り、住み
よい地域社会の実現に向けてこの条例を制定するものです。

（目的）※条文解説
第１条　この条例は、町、町民、事業者及び関係行政機関
　が白鷹町協働のまちづくり条例（平成16年条例第１号）
　の基本理念に基づき、一体となって町民の安全意識の高
　揚と自主的な地域安全活動を推進することにより、犯罪、
　事故並びに災害等の防止を図り、安全で安心な住みよい
　地域社会の実現に寄与することを目的とする。

（定義）※条文解説
第２条　この条例において、次の各号に掲げる用語の定義
　は、各号に定めるところによる。
（１）町民　町内に住所を有する者及び滞在する者並びに
　町内に所在する土地又は建物の所有者及び管理者をいう。
（２）事業者　町内において事業活動を行う者をいう。
（３）町民等　町民及び事業者をいう。

（町の責務）※条文解説
第３条　町は、この条例の目的を達成するため、次の各号
　に掲げる事項について必要な施策を講じるよう努めなけ
　ればならない。

（１）安全、安心に関する町民等に対する意識の普及
（２）安全、安心の確保に関する町民等の自主的な活動の
　促進
（３）安全、安心のまちづくりを実現するための環境整備
（４）前各号に掲げるもののほか、この条例の目的を達成
　するために必要と認められる施策
２　町は前項の施策を実施するときは、関係行政機関と緊
　密な連携を図るものとする。

（町民等の責務）※条文解説
第４条　町民等は、自らの生活の安全確保及び地域の安全
　活動の推進に努めるとともに、この条例の目的を達成す
　るための施策が効果的に実施されるよう協力するものと
　する。

（重点施策の推進）※条文解説
第５条　町は、この条例の目的を達成するため、町民等及
　び関係行政機関と連携し、次の各号に掲げる事項を重点
　的に推進する。
（１）幼児、児童生徒の安全確保
（２）青少年の健全育成
（３）犯罪、事故及び災害等の防止に配慮した環境整備
（４）高齢者、障がい者等要援護者の生活安全対策
（５）自主防犯、自主防災組織の育成
（６）地域安全確保に関する広報啓発活動
（７）前各号に掲げるもののほか、この条例の目的を達成
　するために必要と認められる施策

（犯罪、重大事故等の発生時における措置）※条文解説
第６条　町は、町民等の安全安心を脅かす犯罪、重大事故
　等が発生した場合は、町民等及び関係行政機関等と連携
　し、町民総ぐるみの防止活動を展開するものとする。

（委任）
第７条　この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に
　定める。

　　　附　則
　この条例は、平成20年４月１日から施行する。

「白鷹町安全安心まちづくり条例（案）」に
みなさんの声をお聞かせください
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白
鷹
町
行
政
評
価
の
結
果

評価結果レベル 評価結果
件数 構成割合（％）

Ａ　計画どおり実施 23 36.5
Ｂ　若干の改善必要 35 55.6
Ｃ　大幅な改善必要 4 6.3
Ｄ　廃止・中止必要 1 1.6

計 63 100

事業名 担当係 評価結果

1章　活力を生む魅力ある仕事

企業誘致活動及び受注拡大推進事業 商工振興係 A
地域産業創出事業（工業技術力強化） 商工振興係 B
サテライトオフィス設置事業 商工振興係 A
白鷹ブランド推進事業 商工振興係 B
商業活性化事業 商工振興係 C
勤労者福利厚生拡充事業 商工振興係 A
観光4シーズン化推進事業 観光交流係 B
ヤナ公園整備事業 観光交流係 B
産地づくり対策事業 農業振興係 D
エコエリアやまがた推進事業 農業振興係 B
鷹山農免農道整備事業 みどりの郷推進係 A
森林整備地域活動支援交付金事業 みどりの郷推進係 B
森林環境保全整備事業（林道白鷹東部線） みどりの郷推進係 A
２章　人生を豊かにする学び

学習指導補助員設置事業 学校教育係 A
荒砥高等学校活性化支援事業 学校教育係 A
生涯学習推進事業 生涯学習・スポーツ推進係 B
住民による主体的な公民館運営事業 生涯学習・スポーツ推進係 B
生涯学習振興計画の改訂 生涯学習・スポーツ推進係 A
各種スポーツ大会開催事業（7事業） 生涯学習・スポーツ推進係 B
伝統芸能保存伝承事業 文化振興係 B
芸術祭開催委託事業（町芸術祭） 文化振興係 B
芸術文化鑑賞事業（山響演奏会） 文化振興係 A
３章　快適で安心できる暮らし　　

地域子育て支援センター事業費 子育て支援係 A
ファミリーサポートセンター事業 子育て支援係 B
児童手当制度の拡充 児童係 A
障害者福祉計画の策定事業 福祉係 B
地域包括支援センター運営事業 地域包括支援センター A
介護予防ケアマネジメント事業 地域包括支援センター A
人間ドック検診事業 健康推進係 B
各種検診事業 健康推進係 B
交通安全指導費 生活安全係 B

事業名 担当係 評価結果

災害対策事業・自主防災組織育成 生活安全係 B
消防団活性化事業 生活安全係 A
消防施設の整備 生活安全係 B
医療システム整備 病院 A
訪問看護ステーション 病院 A
鮎貝まちづくり拠点施設整備事業 鮎貝まちづくり推進係 B
鮎貝新駅舎・プラットホーム整備事業 鮎貝まちづくり推進係 A
鮎貝まちづくり活動推進事業 鮎貝まちづくり推進係 B
赤坂深山線道路改良事業 技術係 A
広野林通線道路改良事業 技術係 A
フラワー長井線対策 政策企画係 B
町営バス運行事業 政策企画係 C
バス運行対策事業 政策企画係 C
総合情報センター事業 情報企画係 C
公共下水道事業(東高玉地区の整備） 下水道係 B
個別排水処理施設事業(高岡地区) 下水道係 B
上水道事業 水道係 A
環境保全事業(環境教育) くらし・環境推進係 A
花いっぱい運動 くらし・環境推進係 B
ごみの減量化の推進 くらし・環境推進係 B
環境ISO推進事業 くらし・環境推進係 B
４章　特色ある交流を促す遊び

ふるさと交流回帰創出事業 観光交流係 B
中山間地域直接支払推進事業 農業振興係 A
安心して住みやすい地域創造事業 まちづくり企画振興係 A
協働のまちづくり農村整備事業 みどりの郷推進係 B
協働のまちづくり森林整備事業 みどりの郷推進係 B
協働のまちづくり事業（河川） 技術係 B
協働のまちづくり事業（道路） 技術係 B
協働のまちづくり事業（道路河川災害復旧） 技術係 B
５章 効率行政の推進

山形県電子申請システム整備事業 情報企画係 B
行財政改革の推進 総務係 B
行政組織の見直し 総務係 B

平成18年度施政方針に掲げた事業の評価結果

　

白
鷹
町
で
は
、
昨
年
度
か
ら

「
行
政
評
価
制
度
」
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
事
務
事
業
等
の
実
施
に

つ
い
て
評
価
を
行
い
、
よ
り
効
果

的
で
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
う
た
め
に
実
施
し
て
い

る
制
度
で
す
。

　

今
回
は
第
４
次
総
合
計
画
の
施

策
体
系
に
分
類
し
た
事
業
の
う
ち
、

平
成
18
年
度
施
政
方
針
に
掲
げ
て

実
施
し
た
事
業
63
事
業
に
つ
い
て
、

必
要
性
、
経
済
性
、
効
率
性
、
有

効
性
の
視
点
か
ら
評
価
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
評
価
結
果
は
新
年
度
の
予

算
に
反
映
し
、
事
業
の
見
直
し
や

実
施
の
目
安
と
し
て
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

※評価レベル　Ａ：計画どおり実施、Ｂ：若干の改善必要、Ｃ：大幅な改善必要、Ｄ：廃止・中止必要
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強
化
の
た
め
に
商
工
会
が
行
う
経

営
指
導
へ
の
支
援
を
目
的
に
事
業

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

協
同
組
合
ゆ
ー
し
ー
る
が
行
う
子

育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
、
マ

イ
バ
ッ
ク
運
動
に
よ
る
町
内
消
費

の
拡
大
を
支
援
す
る
事
業
に
、
す

で
に
事
業
内
容
を
見
直
し
て
い
ま

す
。

②
町
営
バ
ス
運
行
事
業
及
び
バ
ス

運
行
対
策
事
業

　

利
用
者
が
減
っ
て
厳
し
い
経
営

状
況
か
ら
Ｃ
評
価
と
し
た
も
の
で

す
が
、
公
共
交
通
期
機
関
と
し
て

必
要
な
も
の
で
す
。
町
内
の
公
共

交
通
体
系
に
つ
い
て
は
、
新
し
い

交
通
手
段
の
試
行
な
ど
も
行
い
な

が
ら
、
総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

③
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業

　

情
報
セ
ン
タ
ー
は
耐
震
性
や
空

調
な
ど
が
役
場
庁
舎
よ
り
優
れ
て

い
る
た
め
、
順
次
情
報
シ
ス
テ
ム

の
サ
ー
バ
ー
を
情
報
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
財
団
法
人
白
鷹
町
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
財
団
の
情
報
に
詳
し
い
か

た
と
一
緒
に
な
っ
て
、
そ
の
管
理

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

評
価
の
結
果

　

評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
所
管
課

が
一
次
評
価
を
行
い
、
行
政
評
価

委
員
会
（
委
員
長　

副
町
長
）
が

二
次
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

評
価
結
果
は
右
ペ
ー
ジ
の
と
お

り
で
す
。

◆
評
価
で
Ｃ
評
価
（
大
幅
な
見

直
し
が
必
要
）
と
し
た
事
業
に

つ
い
て
の
見
直
し
方
向

①
商
業
活
性
化
事
業

　

こ
れ
ま
で
、
個
店
の
経
営
基
盤

　

ま
た
、
町
民
の
情
報
技
術
を
高

め
る
講
習
会
等
の
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
て
い
き
ま
す
。

◆
評
価
で
Ｄ
評
価
（
大
幅
な
見

直
し
が
必
要
）
と
し
た
事
業
に

つ
い
て
の
見
直
し
方
向

○
農
業
産
地
づ
く
り
事
業

　

ほ
か
の
事
業
と
事
業
内
容
に
重

複
が
あ
る
た
め
Ｄ
評
価
に
至
っ
た

も
の
で
す
が
、
平
成
19
年
度
に
は

す
で
に
他
の
事
業
と
統
合
を
し
て

い
ま
す
。

  新しい民生委員・児童委員の
皆さんをご紹介します  　    

　民生委員・児童委員が任期満了により改選され、
次のかたがたが厚生労働大臣より委嘱されました。
任期は平成19年12月１日から平成22年11月30日まで、
地域や町の福祉の向上のために活躍します。相談内
容は固く守ります。お気軽にご相談ください。

担当地区（組） 氏　名（敬称略）
蚕桑1・2 長谷部照昭
蚕桑3・4 本木　悦子
蚕桑5・6（1～2） 金田　秀子
蚕桑6（3～4）・7 金田　節子
蚕桑8・9 板垣　み子
蚕桑10・11 小林　信子
蚕桑12・13（3・4・5・8） 渡部　誠蔵
蚕桑13（1・2・6・7）・14 木村　節子
蚕桑15・16 金子　敬子
蚕桑17・18 菅　　幸弘
蚕桑19・20 平田　　勉
鮎貝1・2 舩山たまみ
鮎貝3・5・6 今間　邦雄
鮎貝7・8・14 小口　惠子
鮎貝4・9 金田　芳男
鮎貝10・12 齋藤　昭子
鮎貝11 江口　榮子
鮎貝13 髙橋　敏子
高岡1・2 樋口多喜子
深山1・2 羽田　只子
黒鴨 江口　秋子
八幡1・2 大友　慶子
新町 多田　充子
上町、出来町1 芳賀　和子
出来町2 中村　　昭
横町1・2 塚原　容子
仲町1・2 椎名登美子
仲町3 新宮　和子
仲町4 庄司　正夫
貝生1・2・3、東部4 和田惠美子
菖蒲1・2 齋藤庄治郎
下山 安部みや子
佐野原、大瀬 五十嵐眞樹子
十王1・2 海老名榮子
十王3・4・5・9 小林　弘子
十王6・7・8 福田　京子
十王10 迎田いち子
折居（上・下） 海老名一子
西原、東小手沢、細野 竹田　洋子
山道、南 竹田　儀造
西、新屋敷1・2 安部　俊宏
中田、原、上原 竹田　茂平
堀の内、北原、針生 沼澤加代子
南部1・2・3 時田　　進
南部4・5 石坂　邦彦
中部2・3 向田　容子
中部1・6 西村　新一
中部4・5 佐藤　　隆
北部1・2 髙橋　良一
北部3・4 梅津　正一
東部1・2・3 衣袋庄三郎
主任児童員 髙谷　悦子
主任児童員 影山美佐子
主任児童員 齋藤　惠子

＊各事業の評価結果は、白鷹町ホームページ
の「行財政改革」コーナーに掲載しています
のでご覧ください。

■問い合わせ
　総務政策課総務係（☎85－6124）



●8

白鷹町認知症
高齢者見守りステッカー

掲示して、お年寄りを見守ります

　住み慣れた地域で安心・安全に暮らし続け

ることができるよう、身近な地域で見守り、

支え合うことを目的とします。

○どこに掲示されるのですか？

　認知症高齢者見守りネットワーク協議会委員はじめ、今年度は各区長
さん、民生委員・児童委員さん、商工会荒砥地区商店さん、商工会女性
部役員さんにご協力をいただきます。今後、掲示箇所を増やす予定です。

○どのように活用するのですか？

　ステッカーを掲示しているところは、認知症のかたの見守り、声がけ
に協力してくれます。「このごろ物忘れをして心配だ」「道がわからなくな
り無事に家に帰れるか心配だ」など、地域でお年寄りの見守りをしてほ
しいかたは、気軽にステッカーのあるところに相談してください。

☆認知症はだれもが当事者になる可能性のある

病気です。困ったときはお互いさまです。地域

で声を掛け合い、安心・安全な白鷹町を目指し

ましょう。

■問い合わせ
　白鷹町認知症高齢者見守りネットワーク協議会
　事務局　白鷹町地域包括支援センター
　☎86－0112

おじいちゃん、おばあちゃん

の笑顔が目印！

荒砥高校生が心を込めて考えて

くれたステッカーです。全体が

あたたかいピンク色で、地域の

皆さんの心や手助けを表すライ

ンが、お年寄りを包んでいるデ

ザインです。

　

こ
の
た
び
「
与
党
高
齢
者
医
療

制
度
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」
に
お
い
て
、
高
齢
者
医
療

制
度
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

政
府
と
し
て
も
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
今
後
、

内
容
が
固
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。

①
70
〜
74
歳
の
か
た（
※
１
）の

窓
口
負
担
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で
の
一
年
間
窓
口
負
担
が

１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

�
��

既
�
�
割
負
担
�
�
�
�

�
�
�
�
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

�
対
象
�
�
�
一
定
�
障
害
認
定

�
受
�
�
�
�
�
除
�
�
�
�

�
��

昨
年
�
制
度
改
正
�
��
70

�
74
歳
�
�
�
�
窓
口
負
担
�
�

平
成
20
年
�
月
�
�
�
割
負
担
�

見
直
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

据
�
置
�
�
�
�
�
�

②
75
歳
以
上
で
被
扶
養
者
の
か
た

（
★
１
）の
保
険
料
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け

る
保
険
料
が
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
９
月
ま
で
の
６
カ
月
間
は
無
料

と
な
り
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
平

成
21
年
３
月
ま
で
の
６
カ
月
間
は

頭
割
保
険
料
額
（
被
保
険
者
均
等

割
）
が
９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な

り
ま
す
。

�
��

対
象
者

�

75
歳
以
上
�
�
�
�
�
�
�
�
�

後
期
高
齢
者
医
療
�
被
保
険
者
�

�
�
日
�
前
日
�
平
成
20
年
�
月

31
日
�
�
�
75
歳
�
誕
生
日
�
前

日
�
�
�
�
�
被
用
者
保
険
�
�

�
�
�
被
扶
養
者
�
�
�
�
�
�

�
�

�
��

65
�
74
歳
�
一
定
�
障
害

認
定
�
受
�
�
�
�
�
含
�
�
�
�

�
��

政
府
管
掌
健
康
保
険
�
企

業
�
健
康
保
険
�
公
務
員
�
共
済

組
合
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
健
康
保
険
�
�
�
�

国
民
健
康
保
険
�
該
当
�
�
�
�
�

�
��

昨
年
�
制
度
改
正
�
��
被

用
者
保
険
�
被
扶
養
者
�
�
�
�
�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
�
被
保
険

者
�
�
�
�
日
�
属
�
�
月
�
�

�
年
間
�
被
保
険
者
均
等
割
�
�

割
軽
減
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
今
回
�
軽
減
�
�
�
�
加
�

�
行
�
�
�
�
�
�

�
問
�
合
�
��

町
民
税
務
課
国

保
医
療
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

　

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
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町
で
は
、
翌
年
３
月
ま
で
除
雪

作
業
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
も
円

滑
に
除
雪
を
行
う
た
め
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

�
障
害
物
�
除
去
�
目
印
�

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高

さ
４
㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い

る
と
除
雪
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
早
め
に
切
る
か
取
り
除

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
の

路
肩
や
側
溝
の
上
に
置
い
て
あ
る

は
せ
木

4

4

4

や
肥
料
・
石
な
ど
も
除
雪

の
妨
げ
に
な
っ
た
り
除
雪
車
で
壊

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
も
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
除
雪
前
に
目
印
（
長

さ
３
㍍
以
上
の
棒
の
先
に
赤
い
布

な
ど
の
目
印
を
つ
け
る
）
を
立
て

て
く
だ
さ
い
。

�
道
路
�
雪
�
出
�
�
�
�

　

道
路
に
雪
を
出
す
と
交
通
の
妨

げ
に
な
り
、
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
か

ら
道
路
に
雪
が
落
ち
る
場
合
、
危

険
で
す
か
ら
な
で
止
め

4

4

4

4

な
ど
で
防

止
し
、
屋
根
か
ら
落
と
し
た
雪
は

道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
側
溝
�
雪
�
捨
�
�
�
�

　

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て

も
水
温
が
低
い
た
め
、
雪
は
な
か

な
か
解
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

捨
て
た
雪
が
側
溝
を
せ
き
止
め
、

あ
ふ
れ
た
水
が
道
路
に
流
れ
た
り
、

住
宅
の
床
上
ま
で
浸
水
し
た
例
が

あ
り
ま
す
。
側
溝
に
は
絶
対
に
雪

を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
流
雪
溝
と
し
て
整
備
し

た
側
溝
が
あ
る
場
合
は
、
少
し
除

雪
範
囲
を
広
げ
、
除
雪
車
が
残
し

た
雪
も
捨
て
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

�
道
路
�
�
車
�
止
�
�
�
�

　

道
路
へ
の
駐
車
は
除
雪
作
業
に

支
障
を
来
た
し
、
交
通
事
故
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
夜
間
は

絶
対
に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
雪
道
�
通
行
�
�
�
�

　

冬
道
は
天
候
と
同
様
、
そ
の
と

き
折
々
に
変
化
し
大
変
危
険
で
す
。

 

除
雪
�
�
協
力
�
�
�
�

�
積
雪
�
�
�
�
�
�
�
検
針
�

�

休
�
�
�

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５

月
の
検
針
で
精
算
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
た
だ
し
、
冬
季
間
の
水

量
が
11
月
の
使
用
料
と
大
幅
に
異

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
水
道
�
冬
季
間
�
管
理

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
の
不
完
全
な
水
道

管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し

ま
す
。
毎
年
、
こ
の
凍
結
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り

水
道
管
が
破
裂
し
ま
す
と
、
修
理

代
は
も
ち
ろ
ん
、
水
道
料
金
も
高

く
つ
き
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
の
凍
結
防
止
す
る
に
は
、

寝
る
前
に
「
不
凍
止
水
栓
」
を
完

全
に
閉
め
き
り
、
蛇
口
を
開
き
水

抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の
状

態
だ
と
水
が
漏
れ
続
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
完
全
に
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
朝
使
用
す
る
場

合
は
完
全
に
開
け
て
く
だ
さ
い
。

※
半
閉
め
半
開
き
で
漏
水
す
る
ケ

ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

水
道
事
業
�
�
�
�
知
�
�

�
冬
季
間
使
用
�
�
�
施
設
�
閉

�

栓
手
続
�
�
�
�
�
�
�

　

冬
季
間
は
、
メ
ー
タ
ー
検
針
を

休
み
ま
す
の
で
、
漏
水
の
発
見
、

通
知
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
ま
せ
ん
。

漏
水
事
故
の
発
見
が
遅
れ
多
額
の

水
道
料
金
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
冬
季
間
使
用
し
な

い
施
設
は
閉
栓
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。
閉
栓
、
開
栓
手
数
料
は
そ

れ
ぞ
れ
１
０
０
０
円
（
計
２
０
０

０
円
）
必
要
で
す
が
、
閉
栓
中
は

基
本
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

�
水
道
管
�
破
裂
�
�
�

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
、
と
り
あ
え
ず
水
を
止

め
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
給
水
指

定
工
事
業
者
に
連
絡
し
て
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

修
理
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

�
簡
単
�
漏
水
�
発
見
方
法

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
か

ら
、
メ
ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
ま
た

は
１
リ
ッ
ト
ル
針
が
動
い
て
い
た

場
合
は
、
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
水

道
係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）

十
分
な
時
間
の
余
裕
と
安
全
運
転

・
通
行
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
道
の
除
雪
実
施
基
準
は
、
道

路
上
の
新
雪
降
雪
10
㎝
で
す
。
拡

幅
除
雪
・
圧
雪
ザ
ケ
取
り
な
ど
は
、

そ
の
都
度
判
断
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
車
は
す
べ
て
１
人

乗
車
で
す
。
安
全
に
注
意
を
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

�
苦
情
対
応
�
�
�
�

　

玄
関
先
や
車
庫
の
入
口
な
ど
へ

除
雪
作
業
に
よ
る
雪
が
押
さ
れ
た

り
、
取
り
残
さ
れ
た
り
す
る
な
ど

で
、
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
特
に
大
雪
の
と
き
に
は

な
か
な
か
作
業
が
追
い
つ
か
な
い

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
委
託
業
者
に
お
願

い
し
、
そ
の
改
善
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

�
各
地
域
�
協
力
�

　

い
ま
増
え
て
い
る
独
居
老
人
世

帯
や
老
人
夫
婦
世
帯
、
ま
た
母
子

家
庭
な
ど
、
雪
に
か
か
わ
る
負
担

は
と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
各

地
域
に
お
い
て
も
除
雪
が
困
難
な

家
庭
に
配
慮
し
て
い
た
だ
き
、
近

所
の
か
た
に
よ
る
除
雪
作
業
な
ど

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
技

術
係
（
☎
85

－

６
１
４
２
）

快
適
�
冬
�
過
�
�
�
�
�

降
雪
�
低
温
�
被
害
対
策
�
�
�

�
�
�
�
一
人
�
�
�
�
力
�
必
要
�
�
�
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白
鷹
町
営
�
�
�
場
�
�
案
内

　

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、
小
学
６

年
生
ま
で
リ
フ
ト
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

ス
キ
ー
技
術
の
向
上
と
誘
客
の
た

め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
乗
り
場
で

「
ス
キ
ー
子
ど
も
の
日
無
料
パ
ス
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
付

け
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
利
用
券
�
�
�
�

◆
シ
ー
ズ
ン
券

○
販
売
期
間

・
12
月
12
日
（
水
）〜
19
日
（
水
）

　

＝
教
育
委
員
会

・
12
月
20
日
（
木
）
か
ら
＝
ス
キ

　

ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
営
業
可

　

能
な
期
間
）
ま
た
は
教
育
委
員

　

会
（
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
営
業

　

で
き
な
い
期
間
）

○
持
参
い
た
だ
く
も
の

　

下
記
の
料
金
、

　

顔
写
真（
縦
２
・
５
㌢
×
横
２
㌢
）

○
受
付
時
間

・
教
育
委
員
会　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
（
月
曜
日
午
後
７

　

時
、
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は

　

火
曜
日
午
後
７
時
。
年
末
年
始
、

　

土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。）

・
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
管
理
棟
（
下

　

記
ス
キ
ー
場
営
業
時
間
内
）

◆
学
校
の
授
業
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
動
に
、
シ
ー
ズ
ン
券
は
使

え
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ほ
か
の
人
に

貸
し
た
り
譲
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
。

◆
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
ナ
イ
タ
ー
で

も
使
用
で
き
ま
す
。

◆
団
体
割
引
を
利
用
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
の
許
可

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
場
�
利
用
�
�
�
�

◆
ゲ
レ
ン
デ
や
駐
車
場
で
は
、
事

故
防
止
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
員
や

係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

け
が
や
事
故
の
と
き
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
員
や
係
員
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
道
路
は
ス
キ
ー
で
滑
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

◆
ポ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
は
、

リ
フ
ト
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
を
児
童
や
生

徒
が
利
用
す
る
と
き
は
、
保
護
者

ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
で
は
、
原
則

と
し
て
ポ
ー
ル
や
コ
ー
ス
設
定
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
ご
み
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

毎月第３日曜日は、　
小学生までリフトが
無料になります。　

問い合わせ

教育委員会生涯学習・スポーツ推進係（☎85－6147）

白鷹スキーセンター（☎87－2456）

白鷹町営スキー場リフト管理棟（☎87－2215）

リフト券 料　金

１回券 150円

回数券
大人（11回券） 1,500円

小人（11回券） 1,000円

１日券
大　人 2,200円

小　人 1,500円

ナイター券
大　人 1,200円

小　人 800円

シーズン券

小学生以下 10,000円

中学生 13,000円

高校生・大人 20,000円

注）小人は、小学生以下です。
　　１回券、回数券及び１日券はナイター使用でき
　　ません。
　　シーズン券はナイター使用を含みます。
　　リフトに乗車するすべてのお客様よりリフト料
　　金をいただきます。
　　（幼児・高齢者についても同様です）

営　業　時　間

12月20日（木）～平成20年３月21日（金）

・午前９時～午後４時30分（土・日・祝日　午後５時）

・午後５時30分（土・日・祝日　午後５時）～午後９時（ナイター）

（期間及び営業時間は、積雪状況により変わることがあります。

　土・日・祝日の日中→ナイターの切り替え時に10～15分程度

　リフトを停止しますので、ご了承ください。）

この冬も

白鷹町営スキー場がおもしろい！
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農
業
所
得 

 

�

申
告
�
�
�
�
�
�

農
業
所
得
簡
易
計
算
が

廃
止
さ
れ
ま
す

　

平
成
20
年
度
の
町
県
民
税
申
告

及
び
平
成
19
年
分
の
所
得
税
確
定

申
告
か
ら
「
農
業
所
得
簡
易
計
算
」

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
家
事
消
費
等
の

計
算
の
目
安
と
し
て
い
た
「
保
有

米
の
60
㌔
当
た
り
の
単
価
」
及
び

「
自
家
用
畑
の
10
㌃
当
た
り
の
収

入
金
額
」
も
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
所
得
も
ほ
か
の
事
業
所
得

と
同
様
に
、
実
際
の
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得

金
額
を
計
算
す
る
収
支
計
算
が
原

則
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
農
業
所
得
簡
易
計

算
」
を
適
用
し
、
農
業
所
得
を
計

算
し
て
い
た
農
家
の
か
た
も
、
平

成
19
年
分
の
所
得
申
告
か
ら
収
支

計
算
に
な
る
た
め
、
収
入
金
額
や

必
要
経
費
に
係
る
請
求
書
、
領
収

書
な
ど
の
書
類
の
保
存
と
日
々
の

取
引
の
記
録（
帳
簿
）が
必
要
で
す
。

　

苗
組
合
、
農
事
組
合
法
人
な
ど

　

の
利
用
者
は
、
申
告
相
談
の
際

　

に
利
用
料
の
明
細
を
お
示
し
く

　

だ
さ
い
。

②
小
作
料
…
農
地
の
賃
借
料
で
す
。

・
Ｊ
Ａ
農
地
保
有
合
理
化
事
業
で

　

の
賃
借
料
は
、
提
出
す
る
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
な
お
、
明
細
書
の
送
付
は
今
年

　

を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。
平
成
20
年
か
ら

　

は
、
希
望
者
へ
の
配
布
の
み
と

　

な
り
ま
す
。

土
地
改
良
・
水
利
組
合
の
か
た
へ

　

土
地
改
良
・
水
利
組
合
に
加
入

の
か
た
が
、
申
告
の
際
賦
課
金
を

控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ
の

金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
組
合
か

ら
事
前
に
収
支
計
算
書
、
賦
課
金

内
訳
書
な
ど
の
書
類
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

昨
年
ま
で
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
に
は
今
年
も
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
提
出
す
る
組
合

は
町
民
税
務
課
町
税
係
よ
り
用
紙

を
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
分
賃
耕
料
・
小
作
料
等

支
払
明
細
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

賃
耕
料
や
小
作
料
の
支
払
い
が

あ
り
、
控
除
の
対
象
と
さ
れ
る
か

た
は
、
支
払
明
細
書
を
作
成
の
う

え
、
平
成
20
年
１
月
15
日
（
火
）

ま
で
町
民
税
務
課
町
税
係
に
提
出

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

前
年
に
提
出
さ
れ
た
か
た
に
は

明
細
書
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
新

た
に
明
細
書
が
必
要
な
か
た
は
町

民
税
務
課
町
税
係
及
び
蚕
桑
、
鮎

貝
、
十
王
、
鷹
山
及
び
東
根
の
各

地
区
公
民
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

１
枚
目
、
２
枚
目
と
も
に
町
民

税
務
課
町
税
係
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
賃
耕
料
・
小
作
料

①
賃
耕
料
…
個
人
間
で
の
農
作
業

（
耕
う
ん
・
代
か
き
・
育
苗
・
田

植
え
・
稲
刈
り
な
ど
）
の
委
託
料

で
す
。

・
機
械
利
用
組
合
、
ラ
イ
ス
セ
ン

　

タ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
組
合
、
育

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
税
務
課　

町
税
係

（
☎
85

－

６
１
３
２
）

�

固
定
資
産
税
�
�
白
鷹
町
�
�

�
土
地
�
家
屋
�
償
却
資
産
�
毎

年
�
月
�
日
�
基
準
日
�
現
在
�

評
価
�
�
基
準
日
時
点
�
所
有
者

�
課
税
�
�
�
�
�
�
�
現
在
�

町
民
税
務
課
�
�
�
平
成
20
年
度

�
課
税
�
向
�
�
作
業
�
土
地
�

現
況
調
査
�
評
価
�
新
増
築
家
屋

�
調
査
�
評
価
�
償
却
資
産
申
告

�
受
付
�
�
行
�
�
�
�
�
�

�

平
成
19
年
�
月
�
日
�
�
平
成

20
年
�
月
�
日
�
�
�
期
間
�
�

次
�
該
当
�
�
固
定
資
産
�
所
有

�
�
�
�
�
�
�
手
数
�
�
�
連

絡
願
�
�
�
�
公
平
�
課
税
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
協

力
�
�
�
�
�
願
�
�
�
�
�

　

土　

地

●
土
地
の
現
況
（
利
用
状
況
）
が

変
わ
っ
た
と
き

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
、
駐
車
場

　

や
資
材
置
き
場
、
空
き
地
に
し

　

た
＊
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、
宅

　

地
や
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
に

　

し
た

　

家　

屋

●
家
屋
（
建
物
）
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き

＊
建
物
を
新
増
改
築
し
た
り
、
取

　

り
壊
し
た

（
８
月
に
全
戸
回
覧
で
行
っ
た

「
平
成
19
年
分
、
新
築
、
増
築
、

改
築
、
取
り
壊
し
家
屋
調
査
」
の

際
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
か
た
は
、

今
回
連
絡
は
不
要
で
す
。）

  

償
却
資
産

●
償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産
の

所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ
り
ま

す
。
12
月
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
１
月
31
日

ま
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
償

却
資
産
を
平
成
19
年
中
に
新
た
に

取
得
さ
れ
た
か
た
、
ま
た
は
今
ま

で
に
申
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か

た
で
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
告
書

な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

町
民
税
務
課
よ
り
お
し
ら
せ

固
定
資
産
税
�
課
税
�
�
�
�

－

土
地
・
建
物
等
の
評
価
・
課
税

－

町
民
税
務
課
よ
り
お
し
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
税
務
課　

町
税
係

（
☎
85

－

６
１
３
３
）
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　11月22日、蚕桑・鮎貝両小学校児童、地
元の皆さんが、ブナの森づくり活動を行い
ました。旧一の坂スキー場をブナの森とし
て再生し、環境保全について地域住民が一
丸となって考えようと２年前から実施して
いるもの。あいにくの雪降りのため児童は
現地視察のみを行い、蚕桑小体育館でブナ
の役割や植樹の方法を学びました。その後、
なめこの原木に菌打ちを行い、森の恵みの
大切さを再確認しました。

緑
豊
�
�
町
�
後
世
�

豊
�
�
自
然
�
�
�
�
森
�
�
�
活
動

　11月８日、パワーセンターで、後世に伝
えるべき景観を考え、地域住民が一緒に行
動するきっかけをつくろうと「白鷹景観フ
ォーラム」が行われました。佐野藤右衛門
さんは植物や自然の視点、三浦秀一さんは
環境問題の点、岡田文淑さんは愛媛県内子
町の具体的取り組みから、それぞれ提言。
景観はそこに住む人びとの暮らしが深くか
かわっているもの。美しい景観を守るには、
わたしたちの意識を変えることが必要です。

白
鷹
�
�
�
�
景
観
�
��
宝
�
�
収
益
金
助
成
事
業
�

白
鷹
景
観
�
�
�
�
�

　11月９日、町内の古典桜の生育状況を見
て巡る視察会が行われました。桜守・佐野
藤右衛門さんと地元の各桜の保存会の皆さ
んが参加。佐野さんは「過保護は良くない
が、保存会の皆さんの努力は大変伝わる。
桜の古木がこの地に残っているという歴史
・物語を知ることが大事」と語られました。
地域の自然や人のかかわりのなかで生きて
きた古木。地域の宝として桜を守ってきた
誇れる風土を大切にしたいものです。

桜
�
守
�
育
�
�
心
�
集
結

�
�
�
�
古
典
桜
視
察
会

　この賞は、地域の個性を豊かに表現し、
次の世代へ残したい自然や建造物、周辺景
観などを顕彰するものです。日本最古の鉄
道橋といわれる最上川橋梁「荒砥鉄橋」は、
三角形を重ね合わせたダブルワーレントラ
ス橋で、近代の芸術品となっています。背
景には西山連山や山里、鉄橋の下を悠々と
流れる最上川。人口の建造物と白鷹の自然
がつくり出す美しい景観は、次代に伝えな
ければならない日本の景観です。

次
代
�
�
�
�
�
�
�
�
景
観
賞

�
荒
砥
鉄
橋
�
景
観
��
山
形
経
済
同
友
会
大
賞

沼
澤
啓
次
さ
ん
（
中
山
）
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
賞

　

平
成
19
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、

沼
澤
啓
次
さ
ん
が
統
計
の
功
労
者

と
し
て
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

沼
澤
さ
ん
は
、
統
計
調
査
員
と

し
て
51
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
各

種
統
計
調
査
に
携
わ
り
、
迅
速
で

正
確
な
調
査
遂
行
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
町
統
計
調
査
員
協

議
会
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
会
の

発
展
と
後
進
の
育
成
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
い
て
は
、

消
防
団
第
４
分
団
長
や
、
中
山
財

産
区
議
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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新
野
康
雄
さ
ん（
広
野
）
が

大
高
根
農
場
記
念
山
形
県

農
業
賞
を
受
賞

　

こ
の
賞
は
、
山
形
県
農
業
の
振

興
発
展
に
尽
く
し
た
功
績
が
顕
著

で
、
他
の
模
範
と
さ
れ
る
農
業
者
、

農
業
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

新
野
さ
ん
は
、
昭
和
18
年
か
ら

農
業
、
ま
た
昭
和
35
年
か
ら
酪
農

業
に
従
事
さ
れ
、
白
鷹
町
酪
農
組

合
長
、
県
南
酪
農
農
業
協
同
組
合

長
を
歴
任
し
ま
し
た
。
山
形
県
酪

農
業
協
同
組
合
の
設
立
に
主
導
的

役
割
を
果
た
し
、
平
成
５
年
の
設

立
か
ら
現
在
ま
で
組
合
長
理
事
を

務
め
、
本
県
酪
農
業
の
振
興
・
発

展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
全
国
酪
農
業
協
同
組

合
連
合
会
副
会
長
理
事
を
務
め
る

な
ど
、
わ
が
国
酪
農
の
振
興
に
も

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

町
下
地
区
集
落
営
農
実
践
会
議
が

農
林
水
産
大
臣
賞・山
形
県
ベ
ス
ト

ア
グ
リ
賞
を
受
賞

　

こ
の
賞
は
、
地
域
環
境
を
活
か

し
た
優
れ
た
経
営
、
技
術
開
発
、

魅
力
あ
る
く
ら
し
を
実
践
し
て
い

る
先
駆
的
な
農
業
者
等
を
表
彰
す

る
も
の
で
、
最
も
優
良
な
賞
が
農

林
水
産
大
臣
賞
で
す
。

　

町
下
地
区
集
落
営
農
実
践
会
議

（
岡
野
富
雄
会
長
）
は
、
平
成
元

年
か
ら
地
域
住
民
一
体
と
な
り
、

人
づ
く
り
、
生
産
・
販
売
拠
点
の

整
備
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
地
域
完
結
型
の
農

業
を
目
指
す
「
ど
り
い
む
農
園
構

想
」
を
策
定
し
、
園
芸
産
地
の
形

成
、
遊
休
農
地
の
活
用
、
作
業
受

託
組
織
の
育
成
な
ど
の
活
動
を
実

践
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
有
限
会
社
ど
り
い
む

農
園
の
設
立
、
直
売
所
の
開
業
に

よ
り
、
現
在
は
本
町
の
農
業
振
興

・
産
直
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

衣
袋
一
男
さ
ん
（
荒
砥
）
が

西
置
賜
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長
表
彰
受
賞

　

衣
袋
さ
ん
は
、
元
貝
生
１
町
内

納
税
組
合
長
と
し
て
、
永
年
に
わ

た
り
納
税
意
識
の
高
揚
に
尽
力
さ

れ
、
納
税
行
政
の
適
正
な
運
営
と

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

疋
田
美
津
子
さ
ん（
畔
藤
）
が

東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
表
彰
を
受
賞

　

こ
の
賞
は
、
日
ご
ろ
の
社
会
教

育
の
研
究
や
公
民
館
に
お
け
る
事

業
な
ど
に
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
、

団
体
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

疋
田
さ
ん
は
、
白
鷹
町
の
社
会

教
育
委
員
や
振
興
審
議
会
委
員
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
参
画
し
積

極
的
に
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
男

女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ

ー
の
企
画
委
員
と
し
て
も
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
生
涯
学
習

振
興
計
画
の
策
定
委
員
と
し
て
は
、

町
の
課
題
の
掘
り
起
こ
し
か
ら
計

高
野
節
子
さ
ん（
荒
砥
甲
）
が

ご
み
ゼ
ロ
推
進
功
労
者
表
彰

を
受
賞

　

高
野
さ
ん
は
、
10
年
以
上
も
の

長
き
に
わ
た
り
、
白
鷹
町
廃
棄
物

減
量
等
推
進
員
協
議
会
や
白
鷹
町

美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会
議
の
会

長
と
し
て
、
ご
み
減
量
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
ボ
カ

シ
に
よ
る
生
ご
み
堆
肥
化
や
、
道

路
の
環
境
美
化
活
動
を
は
じ
め
幅

広
い
活
動
を
通
し
て
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、
ご

み
ゼ
ロ
や
ま
が
た
推
進
県
民
会
議

会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

画
策
定
ま
で
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
と
し
て
は
、
日
本
語
学
校

を
主
宰
し
、
外
国
か
ら
の
転
入
者

の
生
活
を
と
い
う
点
か
ら
支
援
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
置
賜
地
区
社
会
教
育

振
興
会
、
町
青
少
年
健
全
育
成
事

業
な
ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
る
な
ど
、
実
践
的
活
動
を
通

し
て
生
涯
学
習
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
置
賜
社
会
教
育
振
興
会

表
彰
に
お
い
て
は
、
鮎
貝
地
区
公

民
館
館
長
の
菊
地
豊
宗
さ
ん
（
鮎

貝
）
が
優
良
社
会
教
育
職
員
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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げ
ん
き
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

11
月
４
日
・
健
康
ま
つ
り

▼
部
門

○
親
子
で
作
る
お
弁
当

　

＝
保
育
園
児
、小
学
生
、中
学
生

○
自
分
で
作
る
お
弁
当
＝
高
校
生

●
最
優
秀
賞

　

齋
藤
帆
香
・
裕
香

　
　
　
　

（
ひ
が
し
ね
保
育
園
）

　

「
元
気
も
り
も
り
弁
当
」

【
献
立
】

・
茶
巾
む
す
び

・
豆
腐
バ
ー
グ

・
し
い
た
け
の
グ
ラ
タ
ン

・
ゆ
で
野
菜
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）

●
優
秀
賞

　

赤
間
千
春
・
百
合

　
　
　
　
　
　

（
蚕
桑
小
６
年
）

　

「
お
い
し
そ
う
な
お
弁
当
」

　

安
藤
雄
太
（
荒
砥
高
２
年
）

　

「
み
ぃ
タ
ン
弁
当
」

▲最優秀賞を受賞した
「元気もりもり弁当」

第
39
回
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
入
選
者

●
生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　

丸
川　

瑠
（
鷹
山
小
３
年
）

「
し
っ
ぽ
は
ど
こ
へ
い
っ
た
か
な
」

●
教
育
長
賞

　

伊
藤　

陽
（
荒
砥
小
４
年
）

「
命
を
あ
り
が
と
う
」

　

富
永　

史
乃
（
東
中
３
年
）

「
戦
鬼
を
読
ん
で
」

　

衣
袋　

由
香
（
荒
砥
高
３
年
）

「
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」

●
図
書
館
長
賞

　

本
木　

貴
大
（
蚕
桑
小
１
年
）

「
う
ん
ち
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ふ
し
ぎ
」

　

横
山
有
理
紗
（
鷹
山
小
５
年
）

「
冒
険
…
野
口
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ

　

セ
ー
ジ
」

　

赤
間　

光
生
（
西
中
１
年
）

「
三
倍
努
力
」

　

新
野　

良
香
（
荒
砥
高
１
年
）

「『
バ
ッ
テ
リ
ー
』を
読
ん
で
」

●
入
選
者

◎
小
学
校

１
年
…
菊
地　
　

葵
（
東
根
小
）

　
　
　

竹
田　

奈
央
（
荒
砥
小
）

　
　
　

阿
部　

理
乃
（
荒
砥
小
）

２
年
…
小
林　

康
平
（
荒
砥
小
）

　
　
　

江
見　
　

茜
（
鮎
貝
小
）

　
　
　

小
林　

果
穂
（
蚕
桑
小
）

３
年
…
斎
藤　
　

上
（
東
根
小
）

　
　
　

佐
藤　

里
菜
（
荒
砥
小
）

４
年
…
菅　
　

美
穂
（
東
根
小
）

　
　
　

佐
藤　

晴
美
（
鮎
貝
小
）

５
年
…
菊
地　

聖
人
（
東
根
小
）

　
　
　

菅
間　
　

舞
（
荒
砥
小
）

　
　
　

塩
野　

翔
太
（
荒
砥
小
）

６
年
…
赤
間　

千
春
（
蚕
桑
小
）

　
　
　

髙
橋　

大
志
（
荒
砥
小
）

　
　
　

岩
崎　

一
葉
（
荒
砥
小
）

◎
中
学
校

１
年
…
菅
原
保
奈
美
（
東　

中
）

　
　
　

鈴
木　

佳
奈
（
西　

中
）

２
年
…
平　
　

彩
花
（
東　

中
）

３
年
…
白
田　

有
紗
（
西　

中
）

　
　
　

小
林　
　

葵
（
西　

中
）

◎
高
等
学
校

３
年
…
佐
藤　

由
佳
（
荒
砥
高
）

◎
一
般
の
部

　

菅
野　

志
郎

西
置
賜
地
区
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

●
特
選

◎
小
学
校
低
学
年
（
課
題
）

　

小
形
あ
ゆ
み
（
東
根
小
１
年
）

「『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
く
ら
く

　

ご
く
ら
く
』
を
読
ん
で
」

◎
小
学
校
中
学
年
（
自
由
）

　

小
関　
　

廉
（
鷹
山
小
４
年
）

「
発
見
！
ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
ひ
み
つ
」

◎
中
学
校
（
自
由
）

　

羽
田　
　

萌
（
西
中
３
年
）

「
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

●
入
選

◎
小
学
校
低
学
年
（
自
由
）

　

鈴
木　

真
道
（
東
根
小
２
年
）

「
す
ご
い
ぞ
!!
ラ
ッ
グ
」

　

安
達　

茂
晶
（
鷹
山
小
２
年
）

「
オ
タ
マ
や
カ
エ
ル
を
ま
も
り
た

　

い
」

◎
小
学
校
中
学
年
（
自
由
）

　

衣
袋　

凌
平
（
東
根
小
４
年
）

「
ぼ
く
た
ち
の
カ
メ
を
大
き
く
育

　

て
る
ぞ
」

　

石
井　

亜
実
（
荒
砥
小
３
年
）

「
ひ
ま
わ
り
に
こ
め
た
思
い
」

◎
小
学
校
高
学
年
（
課
題
）

　

小
形　

春
輝
（
東
根
小
６
年
）

「
平
和
の
種
を
ま
き
、
平
和
の
花

　

を
」

●
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
賞

　

菊
地
成
美
（
荒
砥
高
２
年
）

　

「
白
鷹
の
農
産
物
た
っ
ぷ
り
元

　
　

気
も
り
も
り
お
弁
当
」

●
地
産
地
消
推
進
協
議
会
長
賞

　

岡
﨑　

愛
（
荒
砥
高
２
年
）

　

「
も
ぐ
も
ぐ
弁
当
」

●
西
置
賜
地
区
栄
養
士
会
長
賞

　

横
沢
幸
代
（
荒
砥
高
２
年
）

　

「
う
〜
も
り
も
り
弁
当
」

県
女
子
駅
伝

白
鷹
出
身
選
手
健
闘
�

　

11
月
18
日
、
第
24
回
県
女
子
駅

伝
競
走
大
会
が
、
上
山
市
本
庄
地

区
公
民
館
か
ら
山
形
市
の
山
形
メ

デ
ィ
ア
タ
ワ
ー
ま
で
５
区
間
20
・

６
㎞
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
長
井
・
西
置
賜
チ
ー
ム
は
総

合
第
６
位
の
成
績
で
入
賞
し
ま
し

た
。

　

白
鷹
町
か
ら
は
、
信
夫
香
織
選

手
（
第
１
区
／
城
北
高
２
年
・
西

中
出
身
）、高
橋
あ
か
ね
選
手
（
第

３
区
／
東
中
２
年
）、関
愛
衣
選
手

（
第
４
区
／
西
中
３
年
）、高
橋
恵

選
手
（
第
５
区
／
東
京
農
大
３
年

・
西
中
出
身
）
が
出
場
し
、
チ
ー

ム
入
賞
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
出
身
選
手
の
健
闘
を
称

え
る
と
と
も
に
、
選
手
本
人
の
努

力
は
も
と
よ
り
、
選
手
の
育
成
に

対
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

力
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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白
鷹
町
教
育
委
員
会
が
キ
ャ
リ
ア

教
育
優
良
教
育
委
員
会
と
し
て

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

白
鷹
町
で
は
、
平
成
16
年
度
よ

り
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
組
織
を
中

心
に
小
・
中
・
高
連
携
し
な
が
ら

教
育
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
、
町
と
し
て
は
キ
ャ

リ
ア
教
育
全
体
構
想
を
作
成
し
、

町
内
の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

授
業
の
相
互
参
観
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
学
校
、
高

等
学
校
に
お
け
る
５
日
間
の
職
場

体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実

施
や
地
域
の
か
た
を
キ
ャ
リ
ア
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
た
講
演
会
開

催
、
町
民
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

意
義
に
つ
い
て
の
広
報
・
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

保
護
者
、
商
工
会
、
事
業
所
、

地
域
の
多
く
の
か
た
が
た
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
子
ど

も
た
ち
の
「
勤
労
観
・
職
業
観
」

「
今
を
生
き
る
力
・
将
来
を
見
つ

め
る
力
」
が
着
実
に
身
に
つ
い
て

き
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
の
取
り
組
み
を

継
続
し
、
確
か
な
力
を
育
て
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
13
日
、
町
長
、
教
育
委
員

長
、
教
育
長
を
囲
ん
で
白
鷹
町
青

少
年
育
成
町
民
会
議
主
催
の
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
の

冒
頭
で
、
第
46
回
県
少
年
の
主
張

大
会
で
優
良
賞
を
受
賞
し
た
東
中

３
年
新
宮
若
菜
さ
ん
の
「
大
好
き

な
だ
け
だ
か
ら
」
が
発
表
さ
れ
、

出
席
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

教
育
長
よ
り
、
全
国
の
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
生
活
実
態
意

識
調
査
」
の
結
果
を
受
け
て
の
考

察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
、「
い
じ
め
は
良
く
な
い
」
と

答
え
た
児
童
が
83
・
２
％
な
ど
の

結
果
か
ら
、
白
鷹
町
の
子
ど
も
た

ち
は
高
い
倫
理
観
を
持
ち
素
直
に

成
長
し
て
い
る
姿
が
う
か
が
え
る

が
、
実
際
行
動
に
起
こ
す
段
階
に

な
る
と
消
極
的
に
な
り
が
ち
で
あ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
「
学
校
生
活
が
楽
し
く
な
い
」

と
答
え
た
児
童
生
徒
が
昨
年
度
よ

り
増
加
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
悩
ん
で
い
る
様
子
も
見
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、
荒
砥
高
校
の
佐
藤
校
長

よ
り
、
携
帯
電
話
の
使
用
に
つ
い

て
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
裏
サ
イ
ト
や
掲
示
板
へ
の
書

き
込
み
と
い
う
高
校
生
の
携
帯
電

話
利
用
の
実
態
を
も
と
に
、
学
校

の
指
導
内
容
や
家
庭
で
話
す
べ
き

こ
と
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
家
庭
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と

教
育
長
が
報
告
。
家
庭
や
地
域
で

の
大
人
の
役
割
の
大
切
さ
を
見
直

す
こ
と
な
ど
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
た
町
長
は
「
大

切
な
こ
と
は
心
構
え
と
行
動
。
大

人
は
実
行
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と

を
子
ど
も
に
示
し
、
一
緒
に
明
る

い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
、
参
加
者
は
、
心
を

一
つ
に
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
取

り
組
も
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

白
鷹
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催
懇
談
会

小
さ
な
親
切
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

橋
本
祥
帆
さ
ん（
荒
砥
小
６
年
）が

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞

　

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子

ど
も
た
ち
に
親
切
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
こ
と
で
、
親
切
や
思
い

や
り
の
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年
で

32
回
目
。

　

橋
本
さ
ん
の
作
文
は「『
あ
・
い

・
が
・
と
』
と
『
が
ん
ば
れ
』」と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
初
め
て
の
東

京
一
人
旅
で
の
出
来
事
を
書
い
た

も
の
で
す
。
ろ
う
あ
者
へ
の
小
さ

な
親
切
か
ら
、
自
分
自
身
が
勇
気

づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
言
葉

と
心
の
ふ
れ
あ
い
が
素
直
に
表
現

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
橋
本
さ
ん
は
第
13
回
山

形
県
小
学
生
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
に
お
い
て
も
、
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲お店や会社での体験を
通し、児童生徒は社会の
ことを学びます。

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
は
…
児

童
生
徒
一
人
一
人
の
勤
労
観
、

職
業
観
を
育
て
る
教
育
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21
白鷹町健康増進計画

元気な60代

　町の健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」では、すてきに年を重ねる高
齢期の健康づくりのために、生活の中に仕事・趣味・ボランティアをバランス
よく取り入れ、楽しみを持って暮らすことを進めています。
　キーワードは「仕事」「趣味」「ボランティア」です。そのためには、目的を持
って暮らすこと、仲間と交流し楽しく過ごすこと、役割を持ち、地域の人と交
流すること、趣味を家族や仲間と一緒に楽しみ、リフレッシュすることが大切
です。地域ではキーワード向けの講座などが公民館などで開催されています。
皆さんも健康づくりのために参加しましょう。

健康のひろば
元
気
な
60
代
を
迎
え
る
た
め
に
！

�

心
�
体
�
60
年
間
毎
日
使
�
�
�
�
�
�
�
異
常
�
出
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
世
話
�
�
�

�
�
�
医
者
�
�
�
�
�
早
期
治
療
�
�
�
�
�
�
�
薬
�

�
�
�
�
�
�
�

☆
お
医
者
さ
ん
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

①
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

�

現
代
�
医
療
�
検
査
�
治
療
�
手
術
�
�
大
変
複
雑
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
複
雑
�
医
療
�
患
者
�
�
�
�

架
�
橋
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
相
談
�
�
�
�
�
�
�
�

�
医
�
�
�
�
�

②
は
し
ご
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

�

次
�
�
次
�
�
主
治
医
�
変
�
�
�
�
�
時
間
�
�
金
�

浪
費
�
�
�
�
�
�
適
切
�
治
療
�
受
�
�
機
会
�
逃
�
�

�
�
�
危
険
�
�
�
�
�
�
医
師
�
説
明
�
治
療
方
針
�
同

意
�
�
�
�
場
合
�
�
�
別
�
医
師
�
意
見
�
求
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
方
法
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
医
�
相
談
�
�
�
�
�
�

☆
か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う

�

薬
剤
師
�
患
者
�
�
�
薬
歴
�
�
�
�
�
�
�
副
作
用
�

管
理
�
�
�
�
�
�
�
複
数
�
診
療
科
�
�
同
�
薬
�
重
複

�
�
処
方
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
薬
�
�
�
�
�
疑

問
�
�
�
�
�
詳
�
�
相
談
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

☆
元
気
な
60
代
を
迎
え
る
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
が
大
切
で
す

　

「
一
に
運
動　

二
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

毎
年
健
診
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
健
康
文
化
や
ま
が
た
21
標
語
よ
り

�
元
気
な
60
代
を
迎
え
る
た
め
の

健
康
教
室
�を
開
催
し
て
い
ま
す
！

　
　

鮎
貝
地
区
公
民
館

　
　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議

　

「
元
気
な
60
代
」
と
い
う
言
葉

に
対
し
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

ち
ま
す
か
。

　

60
代
は
一
般
的
に
子
育
て
が
終

わ
り
、
定
年
退
職
を
迎
え
る
時
期

で
あ
り
、
第
二
の
人
生
の
ス
タ
ー

ト
と
考
え
る
か
た
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
平
均
寿
命
か
ら
考
え
る
と

60
代
の
か
た
の
後
の
人
生
は
お
お

む
ね
20
年
か
ら
30
年
と
な
り
ま
す
。

　

「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
」

で
は
60
代
か
ら
の
暮
ら
し
を
す
て

き
に
年
を
重
ね
る
高
齢
期
の
健
康

な
暮
ら
し
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
ス
タ
ー
ト
を
切

る
60
代
の
健
康
づ
く
り
が
ポ
イ
ン

ト
と
考
え
、
町
（
健
康
福
祉
課
）、

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
、
地
区

公
民
館
が
協
働
で
「
元
気
な
60
代

を
迎
え
る
た
め
の
健
康
教
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
テ
ー

マ
「
仕
事
・
趣
味
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
暮
ら
し
」

に
合
わ
せ
、
心
と
体
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
６
回
コ
ー
ス
で
す
。

６
回
と
も
、
好
評
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

第
５
回
開
催
の
心
の
健
康
「
医
師

の
講
演
」
か
ら

（
11
月
20
日
）

　
　
　
　

講
師　

新
野
晃
敏
先
生

�

全
国
�
交
通
事
故
死
亡
者
年
間

�
万
人
�
対
�
�
�
自
殺
死
亡
者

�
約
�
万
人
�
�
�
�
�
�
�
�
�

山
形
県
�
自
殺
死
亡
者
�
全
国
第

�
位
�
�
�
�
�
病
�
�
�
状
態

�
�
�
�
�
自
殺
�
頻
度
�
高
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
病
�

大
�
�
環
境
�
変
化
�
過
度
�
�

�
�
�
�
原
因
�
一
�
�
考
�
�

�
�
�
�
症
状
�
抑
�
�
気
分
�

思
考
力
低
下
�
意
欲
�
低
下
�
不

眠
�
食
欲
低
下
�
疲
労
感
等
�
�

�
�
�
�
�
�
主
治
医
�
相
談
�

�
�
�
�
�
予
防
�
�
�
�
�
�

自
分
�
性
格
�
知
�
�
�
�
�
�

過
�
�
�
�
�
�
自
分
�
�
負
担

�
�
�
�
�
�
軽
�
�
�
�
�
�

心
�
�
�
�
�
�
�
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空のうえから雪だるま！
今年初めての雪が降りました。
子どもたちは大喜びです。雪がし
だいに大粒になりました…
ふわ、ふわ、ふわ…その様子を見
ていた男の子
「うわあー空からちっち
ゃい雪だるまが降ってき
た！」
「えー！雪だるまが降っ
てきたら大変だーよ！」

あらと保育園 田んぼの目玉焼き
秋の遠足に行きました。
電車の窓から外を眺めていたら…
「せんせい！田んぼさ目玉焼きあ
るよ！」
「はあ！目玉焼き？」
よくよく見れば、田んぼのカラス
ぼい（よけ）でした。

油
流
出
事
故
�
�
注
意
�
�

　

今
年
の
冬
は
早
く
や
っ
て
き
ま

し
た
。
冬
は
暖
房
機
器
を
使
う
機

会
が
増
え
ま
す
。
一
般
家
庭
の
ホ

ー
ム
タ
ン
ク
や
事
業
所
の
タ
ン
ク

か
ら
灯
油
な
ど
の
油
類
が
漏
れ
出

し
、
河
川
な
ど
に
流
れ
出
す
ケ
ー

ス
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
多
く
が

人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

油
が
い
っ
た
ん
流
れ
出
す
と
水
や

土
の
汚
染
と
い
っ
た
環
境
悪
化
を

も
た
ら
す
ば
か
り
で
な
く
、
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
で
の
囲
い
込
み
、
吸

着
マ
ッ
ト
で
の
吸
い
取
り
、
新
し

い
土
の
入
れ
替
え
な
ど
、
大
掛
か

り
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
多
く
の
費
用
が
か
か

り
、
事
故
を
起
こ
し
た
原
因
者
が

責
任
を
持
っ
て
負
担
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
主
な
発
生
原
因

①
給
油
時
の
不
注
意
に
よ
る
流
出

・
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
て
し

　

ま
う
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
元
栓
を
閉
め

　

忘
れ
る
。

②
落
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損

③
除
雪
作
業
に
よ
る
配
管
の
破
損

●
防
止
策

①
給
油
時
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

　

終
わ
っ
た
ら
し
っ
か
り
元
栓
を

　

閉
め
、
確
認
す
る
。

②
落
雪
に
よ
る
配
管
破
損
の
防
止

　

対
策
を
行
う
ほ
か
、
定
期
点
検

　

に
努
め
る
。

③
除
雪
の
と
き
は
、
配
管
な
ど
を

　

壊
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

☆
お
願
い

　

積
雪
の
影
響
で
、
ご
み

集
積
所
の
扉
が
開
か
ず
、

収
集
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
除
雪
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

油流出
注意

くらし・環境推進係
☎85-6131

 

ご
み
処
理
手
数
料
改
正
の

 

お
知
ら
せ

　

ご
み
処
理
を
行
う
経
費
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
井
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
千
代
田
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ご
み
を
持

ち
込
む
際
の
ご
み
処
理
手
数
料
を

次
の
と
お
り
改
正
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
ご
ろ
資
源
ご
み
を
分

別
し
な
い
で
直
接
持
ち
込
む
か
た

が
増
え
て
い
ま
す
。
分
別
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ご
み
は
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご

み
」
で
す
。
今
後
も
、
ご
み
の
分

別
と
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
直
接
搬
入
ご
み
処
理
手
数
料
】

　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

　
　

10
㎏
あ
た
り　

１
０
０
円

　
　
　
　

▲

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

10
㎏
あ
た
り　

１
５
０
円

※
10
㎏
未
満
の
場
合
は
、
10
㎏
と

計
算
し
ま
す

ご
み
の
不
法
投
棄
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん 

ご
み
を
み
だ
り
に
捨
て
る
と
、

法
律
で
処
罰
さ
れ
ま
す

　

ご
み
を
捨
て
る
に
は
、
市
町
村

ご
と
に
決
め
ら
れ
た
排
出
方
法
に

従
っ
て
、
正
し
く
処
理
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
無
視
し

て
山
林
や
原
野
に
捨
て
る
こ
と
を

「
不
法
投
棄
」
と
い
い
ま
す
。
小

さ
な
ご
み
で
も
、
不
法
投
棄
で
す
。

【
不
法
投
棄
し
た
ら
、
こ
ん
な
罰

則
が
あ
り
ま
す
】

　

不
法
投
棄
し
た
場
合
、
５
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円

（
法
人
に
は
１
億
円
ま
で
加
重
で

き
る
）
以
下
の
罰
金
に
す
る
な
ど
、

厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　

自
身
の
庭
や
畑
に
、
他
人
か　

　

ら
ご
み
を
捨
て
ら
れ
た
ら
、　

　

ど
う
思
い
ま
す
か
？
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川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
杉
山

孝
博
さ
ん
の
「
上
手
な
介
護
の
12

カ
条
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
10
条
「
ペ
ー
ス
は
合
わ
せ
る
も
の
」

�

�
認
知
症
�
人
�
言
動
�
合
�

�
�
�
�
�
焦
�
�
�
�
�
�
�

�
負
�
�
�
�
�
認
知
症
�
症
状

�
�
�
�
�
�
�
�
介
護
�
負
担

�
増
�
�
�
�
�
�
�
�
�
言
�

�
�
�
�
�
実
際
�
介
護
�
�
�

�
身
�
�
�
�
�
�
�
合
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
山
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
10
条
�
不
可
能
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�

認
知
症
�
人
�
気
持
�
�
受
�

止
�
上
手
�
介
護
�
�
�
�
人
�
�

�
�
�
�
介
護
�
費
�
�
�
自
分

�
�
�
家
庭
�
�
�
�
�
�
余
裕

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
必
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
自
分
�
時
間
�
�
�
�

�
�
�
人
�
多
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
合
�
�
�
�
場
合
�

�
時
間
�
�
�
�
食
事
�
�
�
�

�
待
�
��
着
替
�
�
時
間
�
�
�

�
�
�
�
�
日
常
生
活
動
作
�
時

間
�
�
�
�
�
�
急�

�
�
�
�
�

待
�
�
�
�
方
法
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
介
護
�
�
�
�
人
�
�

�
時
間
�
長
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
多
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��
早
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�
注
意
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
手
�
出
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
催
促
�

注
意
�
禁
止
�
�
�
言
葉
�
出
�

�
�
�
�
怒
�
�
�
�
�
�
感
情

�
残
�
�
�
�
認
知
症
�
人
�
�

�
�
�
介
護
者
�
言
�
�
�
�
聞

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

介
護
�
原
則
�
�
認
知
症
�
人

�
世
界
�
理
解
�
�
�
�
世
界
�

現
実
�
�
�
�
�
�
�
感
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
認

知
症
�
人
�
�
�
�
�
合
�
�
�
�

�
�
�
�
結
局
介
護
�
�
�
�
精

神
的
�
身
体
的
�
時
間
的
負
担
�

軽
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
認
知
症
・
認
知
症
の
介
護
の
相

談
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。�

�

一
度
血
液
検
査
�
�
受
�
�
�
�
�

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
つ
い
て

－

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
に
係
る
対
応

－

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
と
は
…

　

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
の
投
与

を
受
け
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
と

思
わ
れ
る
か
た
は
、
一
度
血
液
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
は
、
人

の
血
液
の
成
分
を
原
料
と
し
た
医

薬
品
の
一
種
で
、
か
つ
て
は
大
量

出
血
時
の
止
血
剤
の
目
的
で
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
昭
和
63
年
６

月
以
前
は
多
く
の
医
療
機
関
で
用

い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
当
時
は
肝
炎
に
対

す
る
意
識
も
薄
く
、
ま
た
ウ
イ
ル

ス
感
染
を
防
ぐ
技
術
も
十
分
で
な

く
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
の
一

部
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
混
入

し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
使
用
状
況
は
…

　

白
鷹
町
立
病
院
で
も
、
昭
和
時

代
に
出
産
や
手
術
な
ど
で
大
量
に

出
血
し
た
と
き
に
用
い
ら
れ
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
平
成
に
な
っ

て
か
ら
の
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤

の
投
与
は
、
カ
ル
テ
な
ど
の
記
録

を
調
べ
た
結
果
一
例
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
時
代

に
つ
い
て
は
カ
ル
テ
な
ど
が
残
っ

て
お
ら
ず
（
カ
ル
テ
の
保
存
期
間

は
法
律
で
５
年
間
と
規
定
）、フ
ィ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
を
投
与
し
た
か

否
か
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

昭
和
時
代
に
、
白
鷹
町
立
病
院

で
出
産
や
手
術
な
ど
を
受
け
ら
れ
、

大
量
出
血
を
し
た
か
た
、
出
血
が

止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
か
た
は
、

一
度
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
窓
口　

白
鷹
町
立
病
院
の

外
科
外
来
（
藤
島
副
院
長
）
で
行

っ
て
い
ま
す
。

◆
Ｃ
型
肝
炎
検
査
機
関

①
白
鷹
町
立
病
院

・
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

　

前
11
時
30
分
ま
で
受
付

・
保
険
適
用
で
、
本
人
負
担
１
０

　

０
０
円
程
度

②
置
賜
保
健
所

・
月
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
２
時

　

ま
で

・
検
査
料
金
は
無
料

※
白
鷹
町
立
病
院
以
外
の
医
療
機

関
で
出
産
や
手
術
を
受
け
ら
れ
、

大
量
出
血
な
ど
の
あ
っ
た
か
た
は
、

手
術
等
を
受
け
ら
れ
た
医
療
機
関

ま
た
は
置
賜
保
健
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■問い合わせ
・白鷹町立病院（☎85-2155・FAX85-2274）
・置賜保健所（☎0238-22-3002）
■関連ホームページ
・厚生労働省ホームページ
　（http://www-bm.mhlw.go.jp/index.html）
・山形県ホームページ
　（http://www.pref.yamagata.jp/）



　　 広報しらたか　2007.12.12●19

広報直通便から
皆さんから届いた

お便りをご紹介します。
 

町
立
保
育
園
�
�
�
�

�

先
日
子
�
�
�
町
内
保
育
園
�

�
�
�
�
�
�
�
�
幸
�
�
先
生

�
�
�
誠
実
�
対
応
�
大
事
�
�

至
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
歩
間

違
�
�
大
事
故
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
事
故
�
保
育
士
�

少
�
�
�
感
�
�
�
�
矢
先
�
出

来
事
�
�
�
�

�

国
�
�
少
子
化
対
策
�
�
�
子

育
�
支
援
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
行
政
�
�
切
�
離

�
�
�
�
�
�
�
町
�
考
�
�
�

正
直
悲
�
�
思
�
�
�
�
予
算
�

�
�
�
�
�
十
分
承
知
�
�
�
�

�
�
�
子
�
�
�
命
�
守
�
�
�
�

町
保
育
士
�
増
員
�
正
職
員
化
�

強
�
希
望
�
�
�
��

匿
名
希
望
�

お
答
え
し
ま
す

　

こ
の
た
び
、
保
育
室
内
で
の
転

倒
事
故
に
よ
り
、
子
ど
も
さ
ん
が

け
が
を
し
て
し
ま
い
大
変
申
し
訳

な
く
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
し
ら
た
か
11
月
12

日
号
で
中
間
報
告
を
行
っ
た
「
保

育
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、

運
営
検
討
委
員
会
で
検
討
し
、
最

終
答
申
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係
）

 

中
島
橋
付
近
�
道
�
防
風
�
防
雪  

 

柵
�
設
置
�
希
望
�
�
�

�

一
昨
年
�
12
月
末
�
夕
方
�
�

�
�
�
自
宅
�
�
子
�
�
�
迎
�

�
出
�
�
�
�
�
�
中
島
橋
付
近

�
猛
吹
雪
�
遭
�
�
�
�
�
途
中

止
�
�
�
�
�
前
進
�
�
�
�
�
�

視
界
�
�
�
�
�
�
�
�
�
進
�

�
�
状
況
�
�
�
�
�
�
�
車
外

�
出
�
助
�
�
呼
�
�
�
�
立
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
状
況
�
�

息
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
車
�
止
�
�
�
�
�
追

突
事
故
�
起
�
�
可
能
性
�
�
�
�

必
死
�
運
転
�
近
�
�
�
�
�
助

�
�
求
�
�
�
�
�
吹
雪
�
中
�

何
�
見
�
�
�
排
気
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
車
内
�
不
安
�
恐

怖
�
涙
�
浮
�
�
�
�
�
�
�
�
�

今
�
�
思
�
出
�
�
�
�
�

�

�
�
怖
�
冬
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
道
�
通
学
路
�
�
�
�
�
�
�

今
後
�
恐
怖
体
験
�
命
�
落
�
�

人
�
出
�
�
�
�
�
�
早
急
�
誠

実
�
対
応
�
希
望
�
�
�
�

�
匿
名
希
望
�

お
答
え
し
ま
す

　

権
現
堂
森
合
線
の
防
雪
柵
に
つ

い
て
は
、
地
元
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

も
要
望
が
あ
り
必
要
性
を
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
防
雪
柵
の
整
備
構

想
は
あ
り
ま
す
が
、
夏
期
に
お
け

る
撤
去
な
ど
の
維
持
費
用
や
景
観

上
の
問
題
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

こ
と
と
、
事
業
実
施
す
る
う
え
で

財
政
上
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
早
期
の
対
策
は
困
難
で

す
が
、
お
金
を
掛
け
な
い
で
効
果

の
出
る
方
法
（
原
点
に
返
り
防
風

林
な
ど
）
や
柵
に
替
わ
る
も
の
が

な
い
か
を
含
め
研
究
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

事
業
実
施
ま
で
の
間
は
、
天
気

予
報
な
ど
の
情
報
に
注
意
し
、
可

能
で
あ
れ
ば
危
険
箇
所
は
避
け
て

通
行
す
る
な
ど
「
置
賜
地
区
地
吹

雪
ガ
イ
ド
」
を
参
考
に
安
全
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
建
設
水
道
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

（
建
設
水
道
課
）

佳
作　

手
を
に
ぎ
り
約
束
果
た
す
嫁
姑　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

〃　
　

指
切
り
の
幼
な
友
達
遠
い
冥く

に土　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

約
束
は
守
れ
と
祖
父
の
声
残
る　
　
　
　
　

滝　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

約
束
を
信
じ
て
米
を
研
い
で
い
る　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

破
れ
な
い
笑
顔
の
母
の
約
束
を　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

約
束
を
た
く
さ
ん
聞
い
た
木
の
ベ
ン
チ　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

約
束
を
果
た
し
て
暮
ら
す
趣
味
ひ
と
つ　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

婚
約
も
夢
ま
ぼ
ろ
し
か
夫
婦
道　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

〃　
　

親
と
子
が
約
束
守
る
家
族
の
輪　
　
　
　
　

埼　

玉　

村
上　

桂
造

〃　
　

あ
の
時
の
約
束
忘
れ
泣
き
を
見
る　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

〃　
　

友
達
と
約
束
親
に
内
緒
で
す　
　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

投
句
会
参
加
約
束
こ
こ
ろ
揺
れ　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

秀
逸　

約
束
を
果
た
し
て
安
堵
こ
の
世
去
る　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

と
き
め
い
て
約
束
時
間
待
っ
た
駅　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

次
の
世
も
約
束
済
み
で
仲
が
い
い　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

認
知
母
誰
も
か
れ
も
と
お
約
束　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

お
の
お
の
が
約
束
守
り
世
界
の
和　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

約
束
に
楽
し
い
夢
を
紡
ぐ
秋　
　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

指
切
り
を
忘
れ
他
人
の
嫁
に
な
る　
　
　
　

高　

玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

絡
ま
せ
た
小
指
孫
に
は
ご
ま
か
せ
ず　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

恋
う
人
と
指
切
り
げ
ん
ま
ん
風
の
中　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

神
様
も
た
ま
に
約
束
す
っ
ぽ
か
す　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

五
客　

急
が
ね
ば
な
ら
ぬ
約
束
日
が
沈
む　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

甘
か
っ
た
口
約
束
が
反ほ

ご故
と
消
え　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

〃　
　

約
束
を
果
た
し
て
眠
る
夜
の
安
堵　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

幸
せ
を
明
日
に
約
束
し
て
眠
る　
　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

世
界
中
平
和
の
約
束
し
て
欲
し
い　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

人
位　

約
束
を
金
の
力
が
曲
げ
に
く
る　
　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

地
位　

ひ
ら
が
な
で
書
い
た
約
束
忘
れ
な
い　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

天
位　

老
二
人
約
束
要
ら
ぬ
自
然
体　
　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

軸　

約
束
を
破
る
気
で
い
る
色
眼
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回　

「
新
鮮
」
十
二
月
末
ま
で
。「
温
泉
」
新
年
一
月
末
ま
で

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　
　

約
束　
　
　
　

新
野　

三
拍
子　

選



●20

和
24
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
か
た

▼
出
品
点
数　

一
人
１
点
（
未
発

表
作
品
に
限
る
）

＊
募
集
点
数
と
な
り
次
第
締
め
切

　

り
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

平
成
20
年
１
月
10

日
（
木
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
☎
０
２
３

－

６
２

２

－

５
６
０
１
）

国
有
林
�
�
�
�
�
募
集

　

国
有
林
の
管
理
・
経
営
に
皆
さ

ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、

会
議
へ
の
出
席

▼
任
期　

平
成
20
年
４
月
〜
平
成

21
年
３
月

▼
募
集
人
員　

48
人

▼
募
集
期
限　

12
月
28
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
森
林
管
理

局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
係
（
☎
０
１

８

－

８
３
６

－

２
２
７
４
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
山
形

�
�
�
�
�
�
募
集

▼
年
会
費

①
個
人
会
員　

６
０
０
０
円

催　し

山
形
交
響
楽
団
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

▼
い
つ　

平
成
20
年
１
月
19
日

（
土
）
午
後
２
時
〜
（
開
場
午
後

１
時
30
分
）

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
内
容

○
指
揮　

工
藤
俊
幸
（
山
形
交
響

楽
団
指
揮
者
）

○
曲
目　

ス
メ
タ
ナ
／
交
響
詩

「
モ
ル
ダ
ウ
」、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

／
交
響
曲
第
１
番
ハ
長
調
Ｏ
Ｐ
・

21
な
ど

▼
入
場　

無
料
（
要
申
込
）

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
返
信
用

は
が
き
の
あ
て
先
も
記
入
し
て
く

だ
さ
い
（
一
人
に
つ
き
１
枚
）。

＊
ペ
ア
希
望
の
か
た
は
、
返
信
先

　

の
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
た
２

　

枚
の
普
通
は
が
き
を
同
封
し
て

　

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

＊
託
児
希
望
の
か
た
は
「
託
児
所

　

希
望
」
と
書
き
、
利
用
す
る
児

　

童
の
氏
名
、
年
齢
を
記
入
。

▼
締
め
切
り　

平
成
20
年
１
月
７

日
（
月
）
必
着

▼
申
込
先　

〒
９
９
０

－
０
０
４

１
山
形
市
緑
町
１

－
９

－

30　

山

形
交
響
楽
協
会
山
形
交
響
楽
団
ニ

ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
係
あ
て

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
交
響
楽
団

（
☎
０
２
３

－

６
２
５

－

２
２
０
３
）

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
（
個
人
会
員

　

と
同
居
の
家
族
４
人
ま
で
）
一

　

人
２
０
０
０
円 

▼
早
期
入
会
割
引
（
個
人
会
員
の

み
）

○
平
成
19
年
12
月
末
ま
で
入
会

＝
年
会
費
20
％
引
き（
４
８
０
０
円
）

○
平
成
20
年
１
月
末
ま
で
入
会

＝
年
会
費
10
％
引
き（
５
４
０
０
円
）

▼
入
会
申
込
方
法

・
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.m
ontedio.

or.jp/

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
所

定
の
郵
便
払
込
取
扱
票
付
申
込
用

紙
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
ス
ポ
ー

ツ
振
興
21
世
紀
協
会
（
☎
０
２
３

－

６
３
５

－

９
２
９
０
）

募　集

ー
長
井
事
務
所

▼
講
習
内
容

①
ワ
ー
ド
の
応
用　

住
所
録
・
ラ

　

ベ
ル
の
作
成
な
ど

②
エ
ク
セ
ル
の
応
用　

関
数
・
見

　

積
書
の
作
成
な
ど

▼
募
集
人
数　

20
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
応
募
資
格

・
57
〜
65
歳
の
か
た

・
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操

　

作
の
で
き
る
か
た

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
方
法　

官
製
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

12
月
21
日
（
金
）

必
着

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

長
井
・

西
置
賜
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
〒
９
９
３

－

０
０
０
３　

長
井
市
東
町
２

－

12
・
☎
84

－

４

５
３
５
）

第
16
回
山
形
県
健
康
福
祉
祭

美
術
展
作
品
募
集

▼
募
集
内
容
・
点
数　

日
本
画
・

洋
画
２
０
０
点
、
彫
刻
20
点
、
工

芸
70
点
、
書
50
点
、
写
真
60
点

▼
テ
ー
マ　

特
に
定
め
な
い

▼
出
品
料　

無
料

▼
応
募
資
格　

県
内
在
住
で
、
昭

おしらせ

�
�
�
�
活
用
�
業
務
処
理
�

講
習
�
受
講
者
募
集

▼
講
習
期
間　

平
成
20
年
１
月
16

日
（
水
）
〜
25
日
（
金
）
８
日
間

▼
会
場　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

年
末
年
始
�
体
育
施
設
利
用
�

�
�
�

　

年
末
年
始
の
白
鷹
町
各
小
中
学

校
体
育
館
の
一
般
開
放
並
び
に
山

峡
体
育
館
、
就
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
、
蚕
桑
紬
パ
ー
ク
屋
内
運
動

場
の
開
放
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
期
間　

年
末
年
始
閉
庁
期
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山
形
県
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

派
遣
制
度

　

障
害
の
あ
る
か
た
の
パ
ソ
コ
ン

利
用
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
向

い
て
丁
寧
に
お
教
え
し
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
が
し
て

み
た
い
か
た
、
年
賀
状
や
文
書
を

作
成
し
て
み
た
い
か
た
は
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
対
象　

在
宅
の
視
覚
障
が

い
者
、
聴
覚
障
が
い
者
、
上
肢
機

能
障
が
い
者
、
障
が
い
に
よ
り
外

出
が
困
難
な
身
体
障
が
い
者
の
か

た▼
派
遣
料　

無
料

▼
訪
問
日
時　

平
日
、
土
日
祝
日

（
夜
も
利
用
可
能
で
す
）

▼
受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で

■
利
用
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山

形
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
☎

０
２
３

－

６
８
６

－

３
６
９
０
）

危
険
物
取
扱
者
�
消
防
設
備
士
�

免
状
�
�
持
�
�
皆
�
�
�

　

書
き
換
え
期
限
（
10
年
）
の
過

ぎ
た
免
状
を
お
持
ち
の
か
た
は
、

至
急
写
真
の
書
き
換
え
の
手
読
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
（
☎
０
２

３

－

６
３
１

－

０
７
６
１
）

実
行
す
る
も
の
で
す
。

▼
融
資
期
間　

10
年
以
内
（
在
学

中
は
元
金
据
置
き
が
で
き
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫

長
井
支
店
（
☎
84

－

１
１
０
０
）

・
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
（
☎

85

－

６
１
３
６
）

生
活
応
援
�
�
�

　

町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
て
低

利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。
自
動

車
購
入
、
教
育
資
金
、
医
療
費
な

ど
、
生
活
資
金
全
般
に
利
用
で
き

ま
す
。

▼
対
象
者　

会
社
等
に
１
年
以
上

勤
め
、
労
働
組
合
が
な
い
、
ま
た

は
職
場
に
融
資
制
度
の
な
い
か
た

▼
融
資
額　

１
５
０
万
円
以
内

▼
金
利　

年
２
・
０
％
（
固
定
金

利
・
保
証
料
別
）

▼
返
済　

７
年
以
内

▼
保
証
料　

年
０
・
３
％
（
県
労

信
協
の
保
証
）

※
町
の
保
証
料
補
給
制
度
が
あ
り

ま
す
。
町
勤
労
者
互
助
会
会
員
は
、

町
よ
り
年
０
・
85
％
の
利
子
補
給

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫

長
井
支
店
（
☎
84

－

１
１
０
０
）

・
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
（
☎

85

－

６
１
３
６
）

・
献
血
受
付
者
へ
の
飲
み
物
サ
ー

　

ビ
ス

・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

（
25
日
献
血
ル
ー
ム
の
み
）

・
演
奏
会
（
22
日
ジ
ャ
ス
コ
山
形

　

南
店
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３

－

６

２
２

－

５
３
０
１
）

�
�
�
�
奨
学
�
�
�

　

県
内
へ
の
就
職
促
進
の
た
め
の

教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
卒
業
後
、
県

内
に
就
職
・
就
業
し
た
場
合
は
、

そ
れ
以
降
の
利
子
に
対
し
て
、
元

金
２
０
０
万
円
を
限
度
に
県
勤
労

者
育
成
教
育
基
金
協
会
か
ら
年
１

・
０
％
の
利
子
補
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
専
門
学
校
に
入
学
ま
た
は
在

学
す
る
か
た
の
保
護
者
（
ど
ち
ら

か
が
会
社
等
に
お
勤
め
の
か
た
）

▼
融
資
限
度
額　

最
高
１
０
０
０

万
円
ま
で

▼
特
別
金
利
（
固
定
金
利
・
保
証

料
込
み
）

　

５
年
以
内　

２
・
70
％

　

７
年
以
内　

３
・
05
％

　

10
年
以
内　

３
・
35
％

※
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
特

別
金
利
に
つ
い
て
は
、
12
月
28
日

（
金
）
ま
で
受
け
付
け
期
間
内
に

�
�
�
�
21
人
財
�
�
�

　

や
ま
が
た
21
人
財
バ
ン
ク
と
は
、

首
都
圏
な
ど
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

を
希
望
す
る
か
た
や
熟
練
技
能
・

技
術
、
専
門
知
識
な
ど
を
有
す
る

県
内
企
業
の
退
職
者
の
か
た
を
、

県
内
求
人
企
業
へ
就
職
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.

yam
agata2

1
hrb.jp/

）
で
情
報

の
閲
覧
や
登
録
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
企
業
振

興
公
社
（
☎
０
２
３

－

６
４
７

－

０
６
６
４
）・
山
形
県
Ｕ
タ
ー
ン
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
３

－
５
２
１

２

－

８
９
９
６
）

全
国
学
生
�
�
�
�
�
献
血

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
実
施
日
時
・
場
所

①
12
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
４
時
・
ジ
ャ
ス
コ
山
形
南

　

店
②
12
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
４
時
・
米
沢
サ
テ
ィ

③
12
月
22
日
（
土
）〜
25
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
・
な
の

　

か
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

▼
内
容

・
献
血
に
協
力
い
た
だ
い
た
か
た

　

へ
け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん
「
ご
当
地

　

チ
ッ
チ
」
マ
グ
カ
ッ
プ
を
進
呈

間
（
12
月
29
日
（
土
）
〜
１
月
３

日
（
木
））

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
�

�
協
力
�
�
�
�

　

日
本
の
製
造
業
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
に
、
毎
年
12
月
31
日
現

在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

本
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
、
企
業
や
大
学
の
研
究
資
料
な

ど
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
。

▼
調
査
日　

平
成
19
年
12
月
31
日

現
在

▼
調
査
対
象　

主
と
し
て
製
造
業

を
営
む
事
業
所

▼
調
査
方
法　

調
査
員
調
査
（
調

査
員
が
調
査
票
を
配
付
し
、
回
収

し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課
情

報
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
１
）
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

荒砥乙 加藤 和　弥 陸
りく

　斗
と

美　幸

高　玉 金田 和　明 健
けん

　汰
た

絵里香

鮎　貝 大木 正　博 駿
とし

　弥
や

かおり

高　岡 熊坂 広 円
まどか

秀　歌

浅　立 小形 仁 凰
こう

　太
た

久美子

荒砥乙 高田 耕　一 優
ゆう

　平
へい

政　美

萩　野 紺野 稔　晴 真
ま

　滉
ひろ

和　枝

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（志　田　　　淳　　畔　藤
大　滝　麻　理　　萩　野

（舟　山　大　介　　荒砥甲
佐　藤　三　樹　　長井市

（　　間　智　之　　畔　藤
荒　木　芳　美　　鮎　貝

（今　　　光　広　　鮎　貝
塚　原　妙　子　　荒砥乙

（石　山　健　治　　山形市
小　林　洋　美　　畔　藤

（大　場　貴　幸　　長井市
土　屋　久美子　　横田尻

（齋　藤　真　司　　滝　野
小　山　直　美　　米沢市

（鈴　木　　　怜　　広　野
奥　山　晴　美　　下　山

（横　山　順　一　　鮎　貝
高　橋　和　恵　　山形市

（木　村　正　弘　　山　口
齋　藤　由　紀　　小国町

（小　形　暢　之　　浅　立
橋　本　弥　生　　菖　蒲

 住所　　  氏　　名  　年齢
萩　野　川　部　隼　雄　65
畔　藤　菅　原　貴仕雄　68
高　玉　金　田　イ　ソ　92
箕和田　樋　口　ち　よ　88
畔　藤　澁　谷　賀　助　89
横田尻　長　沼　文　子　85
鮎　貝　樋　口　三　男　85
荒砥乙　　　原　昭　子　80
荒砥甲　大　木　重　子　77
横田尻　青　木　眞　一　74
深　山　樋　口　き　く　82
下　山　渡　部　す　み　82
箕和田　横　澤　はるの　96

●11月1日 ▼11月30日

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

師
走
に
入
り
、
平
成
19
年
も
残
す

と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
で
あ
る
。

　

今
年
を
振
り
返
っ
て
、
町
政
推
進

の
基
本
的
方
向
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
日
本
の
情
勢
な
り
、
国
政
の
あ

り
方
が
ど
う
だ
っ
た
か
。
経
済
情
勢

は
良
く
な
っ
て
い
る
面
も
あ
る
が
、

極
め
て
地
域
間
・
業
種
間
で
は
跛は

行こ
う

性
が
あ
り
、
地
方
で
の
全
体
的
成
長

感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
都
市
と
地
方

の
財
政
的
格
差
や
国
民
間
の
生
活
格

差
の
拡
大
、
心
の
荒
廃
の
拡
大
、
戦

後
農
政
の
最
大
の
改
革
を
標ひ

ょ
う
ぼ
う榜

し
た

な
か
で
の
厳
し
い
現
実
、
年
金
問
題

な
ど
、
国
内
情
勢
は
希
望
の
方
向
性

を
明
確
に
持
て
な
い
、
不
安
定
の
中

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ

る
。
国
の
こ
れ
か
ら
の
対
応
に
期
待

し
た
い
。

　

こ
の
日
本
の
状
況
に
対
し
て
、「
日

本
の
品
格
」
の
著
者
、
藤
原
正
彦
氏

は
、
戦
後
、
経
済
至
上
主
義
で
邁ま

い
し
ん進

し
た
結
果
、
ま
た
現
在
も
こ
の
延
長

線
上
に
あ
る
結
果
だ
と
い
う
。
そ
し

て
、
日
本
人
は
祖
国
に
対
す
る
誇
り

や
自
信
を
失
っ
て
お
り
、
外
国
の
も

の
が
良
く
見
え
、
す
ぐ
に
他
国
の
も

の
を
ま
ね
よ
う
と
す
る
。
今
、
日
本

に
必
要
な
の
は
戦
後
日
本
の
主
軸
で

あ
る
「
経
済
至
上
主
義
」
を
弱
め
、

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
を
取

り
戻
す
た
め
、「
経
済
軸
」
に
並
ぶ
大

き
な
軸
と
し
て
「
教
養
軸
」
を
加
え
、

二
本
柱
に
す
る
こ
と
だ
。
教
養
と
は

文
化
・
芸
術
・
学
問
な
ど
で
あ
り
、

大
局
観
や
人
間
性
を
高
め
る
。
世
界

が
日
本
を
尊
敬
す
る
の
は
、
国
民
の

道
徳
と
か
教
養
と
か
、
そ
し
て
そ
の

国
の
生
ん
で
き
た
文
化
遺
産
だ
。
豊

か
な
経
済
は
羨せ

ん
ぼ
う望

と
嫉し

っ

妬と

を
得
て
も
、

世
界
が
日
本
を
尊
敬
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
今
、
日
本
人
の
失
っ
た

誇
り
と
自
信
を
取
り
戻
す
に
は
、
日

本
の
生
ん
だ
世
界
に
誇
る
文
化
遺
産

に
触
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

今
、
山
形
県
で
は
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
し
、
山
形
県
の
母
な
る
川

「
最
上
川
（
流
域
）」に
つ
い
て
、
そ

の
文
化
的
景
観
や
遺
産
、
歴
史
的
な

流
通
、
産
物
、
祈
り
な
ど
を
盛
り
込

ん
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
先

般
、
米
沢
中
央
高
等
学
校
副
校
長
の

佐
藤
氏
の
測
量
調
査
の
結
果
、
白
鷹

町
か
ら
朝
日
町
に
か
け
て
の
最
上
川

に
、
長
さ
10
㎞
に
わ
た
る
大
規
模
な

船
道
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
船
道
は

江
戸
時
代
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
、
現

存
す
る
も
の
で
は
国
内
最
長
と
考
え

ら
れ
、
世
界
遺
産
を
目
指
す
主
要
な

資
産
と
し
て
そ
の
価
値
は
き
わ
め
て

大
き
い
と
論
じ
ら
れ
た
。

　

ま
た
最
上
川
に
関
す
る
も
の
と
し

て
世
界
的
に
誇
れ
る
の
は
、
姿
は
質

素
だ
が
、
草
木
塔
と
そ
の
思
想
で
は

な
い
の
か
。
全
国
的
に
は
、
米
沢
を

中
心
と
し
て
置
賜
に
の
み
ほ
と
ん
ど

が
存
す
る
。
白
鷹
に
も
３
基
あ
る
。

昔
、
人
は
山
で
木
を
切
り
倒
し
、
山

を
滑
ら
し
、
川
で
い
か
だ

4

4

4

を
組
ん
で

流
し
た
。
そ
し
て
木
材
を
活
用
し
た
。

常
に
危
険
が
つ
き
ま
と
う
。
自
然
へ

の
感
謝
と
人
間
の
安
全
へ
の
祈
り
、

自
然
と
人
の
共
生
に
結
び
つ
く
資
産

で
あ
り
、
思
想
で
あ
る
。

　

日
本
三
大
急
流
の
一
つ
と
し
て
、

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
最
上
川
を
中
心

に
据
え
て
、
こ
れ
ら
の
船
道
と
草
木

塔
の
い
に
し
え
に
想
い
を
巡
ら
せ
ば
、

こ
れ
を
創
り
あ
げ
て
き
た
人
び
と

（
民
衆
）
の
崇す

う
こ
う高

な
精
神
と
挑
戦
、

そ
し
て
汗
と
祈
り
の
姿
が
目
に
浮
か

ぶ
。
ま
さ
に
文
化
遺
産
で
あ
る
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
最
上
川
流
域
に
存

す
る
文
化
遺
産
の
価
値
を
高
く
認
め
、

お
互
い
の
流
域
が
連
携
し
、
い
か
に

地
域
を
活
性
化
で
き
る
か
、
そ
の
方

策
に
知
恵
を
し
ぼ
り
、
実
現
を
目
指

す
こ
と
が
大
事
に
な
る
。
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